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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク

全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首、他の4本を翼にして、鳩を表徴している。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し、技術がしっかりと地についたものであること

を求める。

心、技、体の3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。

私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年 盛夏              赤 澤 鍼太郎

作家のご紹介

元 京都高等工芸学校助教授
元 京都市染色試験所図案部長
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あ い さ つ

一般社 団法人  全 国高等専 門学校連合会
会  長   前  里予 一  夫

このたび、九州沖縄地 区 を担 当 と して開催 され る第 50回 全国高等専
門学校体育大会 に、全国 57校 62キ ャンパ スの高等専 門学校 を代表す る

学生諸君が集 い、 「高専のアス リー トた ちよ、南 の大地 で熱 くなれ !」

のス ロー ガ ンの下 に盛大 な る若人の祭典が繰 り広 げ られ ます ことは、誠

に喜 びに堪 えません。

記念すべ き第 50回 を冠す る本大会 は、沖縄工業高等専 門学校 を担 当

校 と し、同校並 びに久留米工業高等専 門学校 ,有 明工業高等専門学校 ,

北九州工業高等専 門学校 ,佐 世保工業高等専門学校 ,熊 本高等専 門学校

熊本 キ ャ ンパス ,熊 本高等専 門学校 八代キ ャンパス ,大 分工業高等専 門

学校 ,都城工業高等専 門学校 ,鹿 児 島工業高等専 門学校 ,沖 縄工業高等
専 門学校 ,神 戸市立工業高等専 門学校 の 11校 を開催校 と して、14種 目
の競技が実施 され ます。全 国 8地 区の大会 で優 秀 な成績 を収 め、本大会
出場の栄誉 を勝 ち取 られ た皆 さんが 、これ までの厳 しい練 習で培 って こ

られ た力 を遺憾 な く発揮 され る とともに、それ ぞれ の競技 を通 じて友情

の輪が育 まれ る ことを期待 してお ります 。

本大会の 目的は、高等専 門学校教育の一環 と して、学生 に広 くスポー

ツ実践の機会 を与 え、技術の向上 とアマチ ュアスポー ツ精神 の高揚 を図

り、心身 ともに健康 な学生 を育成す るとともに、高等専 門学校学生相互

の親睦 を図 る ことにあ ります。併せ て、厳 しい練習過程 や大会 での実戦

を通 じて、学生の人間性 の陶冶 と人格形成 を図 り、将来の技術者 と して

の資質 と能 力 を磨 くことに資す るものであ ります 。

参加 され る皆 さん一人ひ と りが本大会の 目的 を念頭 に置 かれ 、高等専

門学校 の学生 と して節度 ある行動の もとに、所期の 目標 を達成 され る こ

とを祈念 いた します。

来年度 は豊 田高専 を担 当校 と し、東海北陸地 区で開催 され ます 。本大

会 における盛 り上が りを次の大会 に引き継 ぐべ く、国公私立高専が一 同

に集 うことで、よ り全 国高専の一体感、連帯感が醸成 され 、高専 と して

のアイデ ンテ ィテ ィが形成 され る ことを強 く望み ます。

最後 に、各関係競技 団体並 びに、ご支援 を賜 りま した文部科学省 、公

益財 団法人 日本体育協会 、福 岡県、長崎 県、熊本 県、大分 県、宮崎 県、

鹿児 島県、沖縄 県 をは じめ、本大会の運営 に ご協 力 くだ さいま した 多 く

の皆様 に心 よ りお礼 を申 し上 げ、挨拶 といた します。
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祝 辞

文部科学大 臣 下  本寸 博  文

第 50回 全 国高等 専 門学校 体 育 大会 が 、全 国か ら多数 の参加 者 を得
て、盛 大 に開催 され ます ことを心 か らお祝 い 申 し上 げます 。 また 、今

大会 は第 50回 の節 目を迎 え られ 、 これ まで大会 を支 えて こ られ た関
係 の皆様方の御尽 力に深 く敬意 を表 します 。

本大会は、学生に広 くスポーツの実践の機会を与え、技術の向上と

スポーツ精神の高揚を図 り、心身ともに健康な学生を育成するととも

に、高等専門学校相互の親睦を図ることを目的とした伝統ある大会と

伺つています。

本年 10月 にはスポーツ庁が発足いた します。 トップアス リー ト、
スポーツ関係者だけでな く、全ての国民の皆 さんがスポーツを通 じ、

生涯にわた り心身ともに健康で文化的な生活を営むことができる社会

の実現を目指 してまい ります。そのため、従来文部科学省が取 り組ん

できたスポーツの推進に加えて、スポーツを通 じた健康の保持増進や

地域社会の再生、国際的地位の向上など、多数の府省庁に関連する施

策を総合的に推進 していくこととしています。

本大会に参加される皆さん、いつも支えてくれている御家族や指導者

の方々への感謝の気持ちを忘れることな く、自らの目標に向かって全

力を尽 くす姿を見せて ください。そして、全国から集まつた仲間と交流

を深め、スポーツを通 じて明るく心豊かに成長されますことを願つてい

ます。

結 び に、伝 統 あ る本 大 会 の 開催 、運 営 に御 尽 力 いた だ きま した関係

の皆様 方 に敬意 と感謝 の意 を表 します とともに 、本 大会 の成功 を祈念

し、お祝 いの言葉 といた します 。
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あ い さ つ

第 50回全国高等専門学校体育大会

実行委員長  安 藤  安 則
(沖縄工業高等専門学校長)

第 50回全国高等専門学校体育大会が、「高専のアスリー トたちよ、南の大地で熱くなれ !」

をスローガンに、8月 14日 から九州沖縄地区で開催されます。高専体育大会は教育の一環

として高専生の心身の錬磨と人格の陶冶、ならびに全国高専生の交流を目的に行われます。

全国 57校 62キャンパスの高等専門学校の約 3,000名 の選手諸君、指導教員を始め多くの

関係者をお迎えし、大会を開催できますことは、まことに喜びに堪えません。競技開催校

を代表して心から歓迎申し上げます。

高等専門学校は、高度な専門と実践力を備えた技術者の養成を目的に 1962年から全国で

順次設立され、現在創立 50周年を順次迎えていますが、全国高専体育大会も 1966年にス

ター トし、今年で 50回 目を迎えます。高専生の日ごろのクラブ活動は、社会のリーダーと

して心身共に健全な人材の育成に大きな役割を果していますが、その活動の成果を競 う本

体育大会も歴史と伝統ある大会に発展してきております。

本年の大会は、第 50回記念大会として女子団体戦の新設や出場校の拡大等、例年以上に

充実した内容となっており、九州沖縄の各地および神戸市の競技会場で 14種の競技が行わ

れます。それぞれの競技の開催担当校は、北九州工業高等専門学校 (陸上競技)、 鹿児島工

業高等専門学校 (バスケットボール、水泳 )、 有明工業高等専門学校 (バ レーボール )、 都

城工業高等専門学校 (ソ フトテニス、柔道 )、 沖縄工業高等専門学校 (卓球)、 熊本高等専

門学校熊本キャンパス (剣道 )、 久留米工業高等専門学校 (硬式野球)、 大分工業高等専門

学校 (サ ッカー)、 熊本高等専門学校人代キャンパス (ハンドボール、テニス)、 佐世保工

業高等専門学校 (バ ドミントン)の 9高専 10キ ャンパス、さらには神戸市立工業高等専門

学校 (ラ グビーフットボール)を加え、計 10高専 11キ ャンパスとなっています。

本大会に出場する学生諸君は、地区大会を勝ち抜き、地区の代表選手として参加 してい

ます。日ごろの鍛錬の結果を遺憾なく発揮して、正々堂々と全力を尽くして悔いのない闘

いをして頂きたいと願っています。また、この大会を通して、全国高専の仲間や競合相手

とも親睦と交流を深め、高専生間の絆を一層強くして頂ければ幸いです。

最後に、本大会を開催するにあたり、多大なご支援とご助力を賜りました関係諸機関・

団体ならびに関係各位に心から感謝申し上げ、歓迎の挨拶といたします。
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司

二

昭

裕

享

政

槻

濃

浦

踊

大

恵

三

石

一

法

勝

祐

洋

博

夫

幸

孝

薫

生

喜

巽

二

賢

郎

憲

則

朗

進

弘

雄

徳

一

隆

勇

浩

直

　

吉

松

　

英

　

俊

隆

吉

貴

常

正

益

弘

陽

川

斐

藤

部

田

　

藤

永

高

保

松

田

藤

野

留

安

賀

木

池

崎

々

小

甲

佐

河

島

井

佐

松

日

久

本

島

首

矢

増

平

古

佐

菊

石

村

瀬

藤

原

澤

田

濃

藤

屋

脇

　

松

園

水

川

中

広

伊

楢

吉

長

恵

佐

仮

里

泉

重

寺

出

金

一

利

俊

政

裕

樹

秀

清

勝

隆

囲

勝

好

道

貞

郎

則

介

敏

司

郎

一
隆

壽

臭

順

隆

延

晋

直

信

誠

千
↑

住

杉

井

崎

千

小

平

赤

春

治

男

美

」県

孝

哲

龍

正

典

田

子

田

藤

尾

黒

丁

内

齋

西

恵

郎

光

明

一

郎

一振

徳

吉

俊

健

江

　

井

中

島

堀

岸

高

漬

福

参

小山工業高等専門学校長

和歌山工業高等専門学校長

釧路工業高等専門学校長

豊田工業高等専門学校長

高知工業高等専門学校長

有明工業高等専門学校長

大久保
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実 行 委 員 会

久留米工業高等専門学校長
北九州工業高等専門学校長

熊本高等専門学校長

都城工業高等専門学校長

沖縄工業高等専門学校学生主事

沖縄工業高等専門学校体育主任

久留米工業高等専門学校学生主事
北九州工業高等専門学校学生主事
熊本高等専門学校熊本キャンパス学生主事

大分工業高等専門学校学生主事

鹿児島工業高等専門学校学生主事

久留米工業高等専門学校体育主任
北九州工業高等専門学校体育主任
熊本高等専門学校熊本キャンパス体育主任
大分工業高等専門学校体育主任
鹿児島工業高等専門学校体育主任
久留米工業高等専門学校事務部長
北九州工業高等専門学校事務部長

熊本高等専門学校事務部長
都城工業高等専門学校事務部長

沖縄工業高等専門学校事務部長
久留米工業高等専門学校学生課長

北九州工業高等専門学校学生課長

熊本高等専門学校熊本キャンパス学生課長
大分工業高等専門学校学生課長
鹿児島工業高等専門学校学生課長

実行委員長

沖縄工業高等専門学校長

副委員長

三 り|1 譲 二
塚 本   寛
長谷川   勉
桑 原 裕 史

伊 波   靖
和多野   大

委   員

安 藤 安 則

有明工業高等専門学校長
佐世保工業高等専門学校長
大分工業高等専門学校長

鹿児島工業高等専門学校長

神戸市立工業高等専門学校長

有明工業高等専門学校学生主事

佐世保工業高等専門学校学生主事
熊本高等専門学校人代キャンパス学生主事

都城工業高等専門学校学生主事

神戸市立工業高等専門学校学生主事

有明工業高等専門学校体育主任
佐世保工業高等専門学校体育主任

熊本高等専門学校人代キャンパス体育主任

都城工業高等専門学校体育主任
神戸市立工業高等専門学校体育主任
有明工業高等専門学校事務部長
佐世保工業高等専門学校事務部長
大分工業高等専門学校事務部長
鹿児島工業高等専門学校事務部長

神戸市立工業高等専門学校事務室長

有明工業高等専門学校学生課長
佐世保工業高等専門学校学生課長

熊本高等専門学校人代キャンパス学務課長

都城工業高等専門学校学生課長

沖縄工業高等専門学校学生課長

副部長

′′

委 員

′′

久留米工業高等専門学校

北九州工業高等専門学校

熊本高等専門学校熊本キャンパス

大分工業高等専門学校

鹿児島工業高等専門学校

有明工業高等専門学校
久留米工業高等専門学校
久留米工業高等専門学校

都城工業高等専門学校

熊本高等専門学校熊本キャンパス

大分工業高等専門学校

都城工業高等専門学校

郎
宏
徳

治

平

健
充
明

哲

文

島
尾

川

子
藤

福
中
古

丁
伊

道

章
薫

志

裕

志

典

郎

一
敏

文
宏

人
夫

則

啓

司
哉

俊
修

正
弘
　

猛
雅

仁

一

一
幸

　

浩
　

正
英

正
勝

　
俊

重

田
崎

嶋

井

田
上

塚
宮

松

田
井

澤
崎
島

田
木
永

田
嶋

口

豊

強

弘
郎

織
介

也

助

一

一
功

二
治

郎

則

一
介
二

誠
巌

信
達

香
康

拓

大

恵

裕
　

憲
優

篤

善

信

啓

健

信

石
藤

崎

塚
崎

田
庭

菌

本
影
場

田
地

田
戸

口
迫

松

辻
安

大

佐

塚
赤

松

岩

大

北

辻

西
愛

武
仲

磯

城

浦

前

永

介

也

助

一

一
文
郎
典

明
明
志

宏
一

康

拓

大

恵

裕

賀

正
宏
敏

利

谷

明

塚
崎

田
庭
薗

山
橋
島

下
藤

内

橋

赤

松

岩

大

北
森

高

松

山
伊

川

高

典

郎

一
敏

志

也
郎

男

二

二
助

津

一

一
幸

　
仁

哲

一
志

信

臣
大

塚
宮

松

田
上

辺
宮

田
頭

田

田

森

吉

四
永

小

井
渡

四
原
龍

濱

岩

田

古

土

寺

井

四

永

小森

浅

米

宮

大

岸

佐々

福

日!」

高

野

競 技 部

部 長
副部長

委 員

沖縄工業高等専門学校

有明工業高等専門学校

佐世保工業高等専門学校

熊本高等専門学校人代キャンパス

都城工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

有明工業高等専門学校

佐世保工業高等専門学校

熊本高等専門学校人代キャンパス

都城工業高等専門学校

久留米工業高等専門学校

北九州工業高等専門学校

熊本高等専門学校熊本キャンパス

和多野

井 上 仁
大

種 目別競技委員

バ ドミントン
委員長
委員
委員

佐世保工業高等専門学校
佐世保工業高等専門学校
佐世保工業高等専門学校

中村
小原
田中

真一

彰
泰彦

委員
委員

佐世保工業高等専門学校
富山高等専門学校 (射水)

二

一

浩
桂

森下
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第50回 (平成27年度)全国高等専門学校体育大会実施要項

。開催趣旨

全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会
を与え,技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高専
相互の親睦を図ることを目的として開催する。

2.主 催

一般社団法人

公益財団法人

公益財団法人

公益財団法人

公益財団法人

公益財団法人

公益財団法人

公財財団法人

公益財団法人

全国高等専門学校連合会

日本陸上競技連盟

日本バスケットボール協会

日本バレーボール協会

日本サッカー協会

日本ラグビーフットボール協会

日本ハンドボール協会

日本テニス協会

日本バ ドミントン協会

3.主 管
全国高等専門学校体育大会陸上競技専門部,全国高等専門学校体育大会バスケットボール競技専門部 ,

全国高等専門学校体育大会バレーボール競技専門部,全国高等専門学校体育大会ソフトテニス競技専
門部,全国高等専門学校体育大会卓球競技専門部,全国高等専門学校体育大会柔道競技専門部,全国
高等専門学校体育大会剣道競技専門部,全国高等専門学校体育大会野球競技専門部,全国高等専門学
校体育大会サッカー競技専門部,全国高等専門学校体育大会ラグビーフットボール競技専門部,全国
高等専門学校体育大会ハンドボール競技専門部,全国高等専門学校体育大会テニス競技専門部,全国
高等専門学校体育大会バ ドミントン競技専門部,全国高等専門学校体育大会水泳競技専門部,全国高
等専門学校サッカー連盟,全国高等専門学校ハンドボール連盟,関西ラグビーフットボール協会

一般社団法人福岡陸上競技協会,一般社団法人鹿児島県バスケットボール協会,熊本県バレーボール
協会,宮崎県ソフトテニス連盟,都城市ソフトテニス連盟,沖縄県卓球協会,一般社団法人大分県サ
ッカー協会,兵庫県ラグビーフットボール協会,熊本県ハンドボール協会,熊本県テニス協会,熊本
市テニス協会,長崎県バ ドミントン協会,鹿児島県水泳連盟

4.後 援
文部科学省

公益財団法人日本体育協会,公益財団法人日本ソフトテニス連盟,公益財団法人日本卓球協会,公益
財団法人全日本柔道連盟,一般財団法人全日本剣道連盟,公益財団法人日本水泳連盟
福岡県,長崎県,熊本県,大分県,宮崎県,鹿児島県,沖縄県
福岡県教育委員会,長崎県教育委員会,熊本県教育委員会,大分県教育委員会,宮崎県教育委員会 ,
鹿児島県教育委員会,沖縄県教育委員会,兵庫県教育委員会
福岡市,久留米市,小郡市,佐世保市,熊本市,人代市,山鹿市,宇城市,合志市,大分市,都城市 ,
鹿児島市,那覇市
福岡市教育委員会,久留米市教育委員会,小郡市教育委員会,佐世保市教育委員会,熊本市教育委員会 ,

人代市教育委員会,山鹿市教育委員会,宇城市教育委員会,合志市教育委員会,大分市教育委員会 ,

都城市教育委員会,鹿児島市教育委員会,那覇市教育委員会,神戸市教育委員会
公益財団法人福岡県体育協会,公益財団法人長崎県体育協会,公益財団法人熊本県体育協会,公益財
団法人大分県体育協会,公益財団法人宮崎県体育協会,公益財団法人鹿児島県体育協会,公益財団法
人沖縄県体育協会,宮崎県柔道連盟,熊本県剣道連盟,福岡県高等学校野球連盟,久留米市野球連盟 ,
小郡市野球連盟,熊本市剣道連盟,菊池郡市剣道連盟,合志市剣道協会
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５

　

　

６

公益財団法人福岡市スポーツ協会,久留米市体育協会,小郡市体育協会,公益財団法人佐世保市体育協
会,人代市体育協会,山鹿市体育協会,宇城市体育協会,熊本市体育協会,合志市体育協会,大分市
体育協会,一般財団法人都城市体育協会,鹿児島市体育協会,NPO法人那覇市体育協会,佐世保市バ ド
ミントン協会,鹿児島市水泳協会
朝日新聞社,毎 日新聞社,読売新聞社,産業経済新聞社, 日本経済新聞社, 日刊工業新聞社,共同通
信社,文教ニュース社,西 日本新聞社,長崎新聞社,熊本国日新聞社,大分合同新聞社,宮崎日日新
聞社,NHK,RKB毎 日放送,KBC九州朝日放送,FBS福岡放送,TNCテ レビ西日本,TVQ九州放送,NBC
長崎放送,KTNテ レビ長崎,熊本放送,熊本朝日放送, くまもと県民テレビ,テ レビ熊本,OBS大分放
送,TOSテ レビ大分,OAB大分朝日放送,MRT宮崎放送,UMKテ レビ宮崎,BTVケーブルテレビ

担当地区  九州沖縄地区

担 当 校  沖縄工業高等専門学校

7.開 催 校
久留米工業高等専門学校,有明工業高等専門学校,北九州工業高等専門学校,佐世保工業高等専門
学校,熊本高等専門学校熊本キャンパス,熊本高等専門学校人代キャンパス,大分工業高等専門学
校,都城工業高等専門学校,鹿児島工業高等専門学校,沖縄工業高等専門学校,神戸市立工業高等
専門学校

8.大会期 日
平成 27年 8月 14日 (金)～ 30日 (日 )
平成 28年 1月 4日 (月 )～ 9日 (土 )
(冬季は,ラ グビーフットボール競技のみ)

9.競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場  一覧表のとおり

10.事務局
第50回全国高等専門学校体育大会事務局を,沖縄工業高等専門学校内に置く。
各種日ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

11.競技方法  各種目別競技実施要項による。

12.参加資格及び参加人数
全国高等専門学校体育大会実施規則 (制定 平成 24年 6月 15日 総会)及び各種目別競技実施要
項 による。

13.表  彰
全国高等専門学校体育大会実施規則 (制定 平成 24年 6月 15日 総会)及び各種目別競技実施要
項 による。

14.参加申込方法

15.競技の組合せ

16.選手の変更

各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

各種 目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。

17.開会式及び閉会式
(1)総合開会式は実施しない。
(2)種目別開会式及び閉会式については,各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。
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18.打合せのための時間

各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

19.分担金及び参加料
(1)分担金

分担金は, 1校当たり350,000円 とし,別途,一般社団法人全国高等専門学校連合会事務局から
請求書が送付されるので,それによリー般社団法人全国高等専門学校連合会事務局に納付する。
(2)参加料
ア.団体戦は,各種目別競技実施要項記載の金額とする。 1チーム当たりの金額は,「 1,800円 ×
最大登録選手数」により積算する。 (ただし,ラ グビーフットボールは,1チーム当たり33,250
円とする。 )

イ.個人戦は,選手 1人当たり1,800円 とする。
ウ.団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は,重複して参加料を徴収しない。
工.納付は,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。なお,既納の参加料は返
還しない。

20.宿  舎  宿舎の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

21.個人情報の取扱い
(1)競技結果について,個人名などをホームページ,報道等に公表して欲しくない者は,学校を通
して競技開催校事務局に申し出てください。事前に申し出のない場合は,公表します。

(2)「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき,大会参加申込書等により
取得した個人情報は,大会運営,結果公表等の目的以外には使用いたしません。

22.そ の 他
(1)選手の競技中の事故については,主催者側で応急処置を施すが,そ の後の処置は当該校で行 うこと。

(2)選手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。
(3)独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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担当校 :沖縄工業高等専門学校

競技種目 競技日程 開催校 競技会場

陸上競技
平成27年
8月 29日 (土 )～ 30日 (日 )

予備日:8月 31日 (月 )
北九州工業高等専門学校 東平尾公園博多の森陸上競技場

バスケットボール

男子
平成27年
8月 14日 (金 )～ 16日 (日 )

鹿児島工業高等専門学校 鹿児島アリーナ

女 子
平成27年

8月 14日 (金 )～ 16日 (日 )
鹿児島工業高等専門学校 鹿児島アリーナ

バレーボール

男子
平成27年
8月 22日 (土 )～ 23日 (日 )
但し、開会式は8月 21(金 )に行う。

有明工業高等専門学校 カルチャースポーツセンター山鹿市総合体育館

女 子

平成27年
8月 22日 (」L)～ 23日 (日 )
但し、開会式は8月 21(金 )に行う。

有明工業高等専門学校 カルチヤースポーツセンター山鹿市総合体育館

ソフトテニス
平成27年

8月 26日 (水 )～ 27日 (木 )
都城工業高等専門学校

〈晴天時〉都城運動公園庭球場
〈雨天時〉綾てるはドーム

卓  球
平成27年
8月 22日 (土 )～ 23日 (日 )
但し、開会式は8月 21(金 )に行う。

沖縄工業高等専門学校 那覇市民体育館

柔  道 平成27年

8月 22日 (土 )～ 23日 (日 )
都城工業高等専門学校

宮崎県総合運動公園武道館

(KIRISHIMAツ ワブキ武道館 )

剣  道 平成27年
8月 22日 (土 )～ 23日 (日 )

熊本高等専門学校
(熊本キャンパス)

合志市総合センター ヴィーブル総合体育館

硬式野球
平成27年
8月 25日 (火 )～ 27日 (木 )

久留米工業高等専門学校
A会場 :久留米市野球場
B会場 :小郡市野球場

サッカー
平成27年
8月 26日 (水 )～ 30日 (日 )
但し、開会式は8月 25(火 )に行う。

大分工業高等専門学校 大分スポーツ公園サッカー・ラグビー場他

ラグビーフットボール
平成28年
1月 4、 5、 7、 9日 (4日 間 )

神戸市立工業高等専門学校 神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

ハンドボール
平成27年

8月 20日 (木 )～ 21日 (金 )
但し、開会式は8月 19(水 )に行う。

熊本高等専門学校
(八代キャンパス)

A会場 :八代市総合体育館
B会場 :宇城市松橋総合体育文化センター

テニス
平成27年
8月 19日 (水 )～ 21日 (金 )

熊本高等専門学校
(八代キャンパス)

熊本県民総合運動公園パークドーム熊本

バドミントン
平成27年

8月 22日 (土 )～ 23日 (日 )
佐世保工業高等専門学校 佐世保市体育文化館

水  泳 平成27年 8月 30日 (日 ) 鹿児島工業高等専門学校 鹿児島市鴨池公園水泳プール

- 10-



第50回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第39回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会



あ い さ つ

公益財団法人 日本バ ドミン トン協会

会 長 綿 貫 民 輔

このたび第 39回全 日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会が、西海国立公園やハ

ウステンボスの観光地で知られる長崎県北部に位置する佐世保の地において開催されま

すことは、誠に喜ばしい限りであります。

昨年は、 トマスカップ優勝、ユーバーカップ準優勝、今年 5月 に中国で行われた世界

国別対抗選手権大会では、史上初 となる銀メダル獲得など、日本から世界へと皆さんの

先輩の活躍は、私たちに大きな希望と勇気を与えてくれました。

高等専門学校の学生諸君も全国各地の予選を勝ち抜き、地区の代表として日頃の練習

の成果を充分に発揮 し、全力を尽くすことを心より期待 してお ります。

本大会は、競技技術の向上をはかる場であることはもちろん、健全なスポーツ精神を

培 う場、そしてお互いの親睦を深める場でもあります。勝敗のみにこだわることなく、

この大会を通 じて高等専門学校相互の親睦や交流が一層深まり、さらに本大会で得 られ

ました友情や交流などが今後の選手諸君の人生の中で生かされることを願ってやみませ

ん。

終わりに、本大会の開催にあたりまして御尽力いただきました関係者の皆様に深く感

謝の意を表 しますとともに、今大会の御成功と今後ますますの御発展を心よりお祈 り申

し上げまして、あいさつといたします。
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歓迎のあいさつ

長崎県バ ドミントン協会

会長 里脇 清隆

全国各地から予選会を勝ち抜かれた選手の皆様をお迎えして、長崎県佐世保

市体育文化館において、第 50回全国高等学校専門学校体育大会・第 39回全
日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会を開催できますことは、この上ない

喜びであり、長崎県バ ドミン トン協会を代表 して、心から歓迎申し上げます。

大会に参加 されます選手監督の皆様は、これまで積み重ねてこられました厳

しい練習の成果を十分発揮されますとともに、大会の趣旨をお汲み取 りいただ

き、故郷の代表 として出会いと絆を深め合いながら、感動を分かち合っていた

だきますよう願ってお ります。

さらには、選手皆様が素晴らしい記録を残すとともに、多くの方々と交流の

輪を広げられていただける大会となりますよう、私たちも精一杯、おもてなし

に努めてまいります。

当地には、観光名所ハウステンボス、佐世保バーガー等食通が うなるような

有名店がございます。試合後には、ぜひ、足をお運びいただき、ご堪能くださ

い。

さて、バ ドミン トン界におきましては、今年 5月 、スディルマンカップでは

見事、日本代表が準優勝 し、昨年の トマス杯・ユーバー杯に続 く、快挙を成 し

遂げてくれました。選手皆様の中からも、近い将来 日本を代表 して 2020年
東京オリンピックでご活躍される選手が輩出されることを期待 してお ります。

終わりに、選手皆様のご健闘・ご活躍を心からお祈 り申し上げますとともに、

本大会の開催にあたり、ご支援・ご協力賜 りました公益財団法人 日本バ ドミン

トン協会、一般財団法人全国高等専門学校連合会、関係各機関、役員・補助員

等、関係者の皆様に厚くお礼を申し上げまして、歓迎のことばといたします。

- 14 -
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大 会 日 程

[会 議 ]   8月 21日 (金 ) 16:00～   代表者会議

[競  技]  佐世保市体育文化館

8月 22日 (土 )

8月 23日 (日 )

8
9

9

8:00
9:00
競技終了後

開場

開会式

競技開始

開場

競技開始

閉会式

０

０

０

０

０

４ 団体戦  個人戦 (複 )

個人戦 (単 )

開会式

式 典 次 第

開式のことば

開会宣言

文部科学大臣杯返還及び受賞章授与

(公財 )日 本バ ドミン トン協会楯返還及び受賞章授与
主催者あいさつ

歓迎のことば

開催校あいさつ

競技上の注意

選手宣誓

閉式のことば

開式の ことば

成績発表

表彰

大会講評

開催校 あい さつ

閉会宣言

閉式の ことば

・

・

・

・

・

・

・

・

・

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

式△
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・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・
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２

３

４

５

６

７
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大 会 役 員

大会名誉会長   (公 財 )日 本バ ドミン トン協会会長

大 会 会 長   (一 社)全 国高等専門学校連合会会長

大 会 副 会 長 (公財 )日 本バ ドミン トン協会副会長
(公財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

(公財 )日 本バ ドミントン協会専務理事

(一社)全 国高等専門学校連合会副会長

長崎県バ ドミン トン協会会長

大 会 顧 問

―■ 込、 尖^ヒ
ノヽ  ァ、 公  =す 裕

勉

大 会 委 員 長   佐世保工業高等専門学校長

大会副委員長 (公財)日 本バ ドミントン協会理事

(一社)全 国高等専門学校連合会

長崎県バ ドミン トン協会理事長

佐世保市バ ドミン トン協会会長

佐世保工業高等専門学校学生主事

佐世保工業高等専門学校教務主事

佐世保工業高等専門学校事務部長

綿 貫 民 輔

前  野 夫

神 戸   照  木 戸 純
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束
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大

良

田

官

松

克 己
川 忠 孝
崎 美佐子

宮 路 秀 憲

幸 代
ひかり

阿 南 典 久

廣 崎 貴 雄

競 技 役 員

競 技 役 員 長   (公 財 )日 本バ ドミン トン協会

総 務 部 長 佐世保工業高等専門学校学生課長

長崎県バ ドミン トン協会事務局長

総 務 副 部 長 佐世保工業高等専門学校学生課長補佐

長崎県バ ドミン トン協会財務部長

総 務 委 員 村 千加子
石 玄 徳

競技審判部長   (公 財)日 本バ ドミントン協会

長崎県バ ドミントン協会

佐世保市バ ドミン トン協会

主 審 主 任   長崎県バ ドミントン協会

審 判 委 員

医  務  係

線審・点示主任   佐世保市バ ドミントン協会

競 技 補 助 員   佐世保市高等学校バ ドミン トン部員
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第 5
第 39

0 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会競技実施要項

催  公益財団法人 日本バ ドミン トン協会、一般社団法人全国高等専門学校連合会

全国高等専門学校体育大会バ ドミン トン競技専門部

長崎県バ ドミン トン協会

佐世保工業高等専門学校

援 文部科学省、公益財団法人 日本体育協会、

長崎県、長崎県教育委員会、公益財団法人長崎県体育協会、

佐世保市、佐世保市教育委員会、公益財団法人佐世保市体育協会、

佐世保市バ ドミン トン協会、長崎新聞社、NBC長 崎放送、KTNテ レビ長崎

日 平 成 27年 8月 22日 (土 )・ 23日 (日 )

佐世保市体育文化館

〒857-0805 長崎県佐世保市光月町 6番 17号  TEL:0956-22-1522

場
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女
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男

種
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０ 目

7 団体戦のチー
ム構成人員

8競 技 規 則

9競 技 方 法

10使 用 用 器 具

11参 加 資 格

(1)学校対抗

(2)個 人対抗

各団体戦

各個人戦 (シ ングルス・ダブルス )

監督 1名 、コーチ 1名 、マネージャー 1名 、選手 8名 以内
ただし、欠員を生 じ 3名 以下になった場合は失格 とする。

平成 27年度 (公財)日 本バ ドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び
同公認審判員規程による。

(1)各種 日とも トーナメン ト戦方式により優勝を決定する。
なお、 3位決定戦は行わない。
(2)団体戦は 1複 2単 とし、複から試合を行 う。
ただ し、同一選手が同一対抗内に於いて重複することはできない。

(3)団体戦は、各チームの初戦に限 り、 1複 2単の 3試合を行い、以降
は勝敗決定後を打ち切 りとする。

(公財 )日 本バ ドミン トン協会検定 。審査合格用器具及び平成 27年度第
1種検定合格水鳥球を使用する。

(1)申 込み期 日迄に平成 27年 度 (公財 )日 本バ ドミン トン協会に登録
している者で、学校長及び都道府県協会長が出場を認めた者 とする。

(2)団体戦、個人戦 とも各地区から選抜 されたチーム又は選手 とし、こ
れに開催校の出場を加える。

地区割 り、選抜数及び開催校出場枠は下記のとお りとする。

地 区 名 男女団体戦
男女個人戦

単 複

北海道 1チー ム 1名 1組

,こ  」ヒ 2チ ー ム 2名 2組
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12組 み 合 わ せ

関東 。信越 2チ ー ム 2名 2糸且

東海・北陸 2チ ー ム 2名 2糸且

近  畿 2チ ー ム 2名 2組

中  国 2チ ー ム 2名 2組

四  国 2チ ー ム 2名 2組

九州沖縄 2チ ー ム 2名 2組

開 催 校 1チ ーム 1名 1組

計 16チーム 16名 16組

組み合わせ抽選は、本大会実施要項及び平成 27年度 (公財)日 本バ ドミ
ン トン協会大会運営規程に拠 り、競技役員長 (レ フェリー)も しくは、競
技審判部長 (デ ピュティー レフェリー)の 指示の下、本大会実行委員会、
長崎県バ ドミン トン協会役員の責任に於いて行 う。

団体 1チーム当た り14,400円 、選手 (団体戦出場者を除く)1人 当た り
1,800円 とし、参加 申込み と同時に次の振込 口座へ納入すること。

なお、既納の参加料は返還 しない。

振込 口座 金融機関名 :親和銀行  日宇支店
預 金 種 別 :普通預金
口 座 番 号 :3022825
日 座 名 :佐世保工業高等専門学校

学生課長 福永 司
(フリカ
゛
ナ) サセホ
゛
コウキ
゛
ョウコウトウセンモンカ

゛
ッコウ カ
゛
クセイカチョウ フクナカ

ヾ
 ツカサ

(1)書 類 申込期限  平成 27年 7月 24日 (金 )必着
(2)申 込 先
〒857-1193

長崎県佐世保市沖新町 1番 1号

佐世保 工業高等専門学校 学生課

第 50回 全国高等専門学校体育大会
第 39回 全 日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会事務局
TEL 0956-34-8420   1FAX1 0956-34-8425

(3)申 込方法
所定の参加 申込み用紙 に必要事項 を記入 の上、男女それぞれ 1部 作成
し上記事務局宛送付す ること。

団体戦、個人戦 とも優勝から第 3位までを表彰する。
優勝～ 3位までに、 (公財)日 本バ ドミン トン協会の金メダル、銀メダル、
銅メダルを授与する。

平成 27年 8月 21日 (金 )16時 から
佐世保市中部地区公民館 研修室
監督及び主将、大会役員等

平成 27年 8月 21日 (金)11時 から 17時
佐世保市体育文化館

13 参  力日 料

14 参 力日 申 込

15 表 彰

16代 表 者 会 議

17 練 ,,
日

18 )開 会式
)閉 会式

時

所

者

　

時

所

席

日

場

出

　

日

場

１

２

３

１

２

　

　

１

２

平成 27年 8月 22日
平成 27年 8月 23日

(土 )9時  競技会場で行 う。
(日 )競技終了後、同会場で行 う。

び

式

　

舎

及＋へ
〈
ム

〈
ム
開

閉

　

宿 別途通知 し斡旋する。
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20 備 考 (1)服  装
競技時の服装 (ユ ニフォーム)は、色つき着衣を使用する場合は
(公財)日 本バ ドミントン協会審査合格品とする。
①選手の上衣の背面中央に縦 1 5cm、 横 30C皿程度の大きさで、学
校名と選手の姓又は都道府県名と学校名が明瞭に区別できる配色
で明示する。

②開会式、閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装 (ユ ニフ

ォーム)又 は トレーニングウエアとする。
(2)応急処置等
①試合中の負傷については、大会本部で応急処置をするが、その後
の処置は各学校及び各自で行 うこと。

②健康保険証等は、各自で準備 しておくこと。
③独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持

参すること。

(3)大会出場者で、ホームページ、報道等に、個人名を公表して欲 しく
ない者は、学校を通して大会事務局 (s2坐些里型s旦翌 bo」 c.■2)に 申
し出てください。事前に申し出のない場合は、公表します。
大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するも
のとし、これ以外の目的に利用することはありません。

(4)(公 財)日 本バ ドミン トン協会環境委員会よりお願い
① (開催地の)ゴ ミの分別収集に協力してください。
② (宿泊先の)部屋から出るときには、エアコン、テレビ、ライ ト
のスイッチを消してください。

③マイ歯ブラシを持参して大会に参加 してください。
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競 技 上 の 注 意

1.本大会は平成 27年度 (公財)日 本バ ドミントン協会競技規則、同大会運営規程並びに同公認審
判員規程に基づいて実施します。
2.各 校代表者は来場時に会場で受付を済ませてください。
3.大 会前日及び当日の練習は地区ごとにコー トを指定します。
4.い ずれの種日もトーナメント戦とします。 3位決定戦は行いません。優勝、準優勝、 3位に賞状
とメダルを授与します。

5.選 手は試合のコールから5分以内に選手集合場所に集合してください。主審の誘導でコー トに入
ります。コールから5分以上経過しても選手集合場所に来ない場合は棄権となる場合があります。
6.競 技中のコー ト又はコー ト周辺にモバイル機器等や携帯電話を持ち込まないでください。
7.競技中は、コールのあった当該選手を除き、競技場内での練習は認めません。
8.試 合を開始する前に、各試合毎に 2分 (団体戦の場合も)の練習時間を設けます。主審の指示に
従って練習を行ってください。

9.競 技進行状況により、試合コー トを変更する場合があります。
10.競技中、各プレーヤーは上衣背面に学校名及び選手名又は都道府県名と学校名を明示してくださ
い。

11.団体戦のオーダー用紙は初戦分を代表者会議で、それ以降の分は主審が試合終了時に配布します。
初戦分は8:40に 、それ以降については試合予定時間の 30分前を目安に放送をしますので、
直ちにオーダー用紙を本部に持参してください。

12.団体戦は 1複 2単 (D、 Sl、 S2)になります。同一選手が同一対抗内に於いて重複することはでき
ません。また、各校の初戦に限り1複 2単の 3試合を行い、以降は勝敗決定後を打ち切りとしま
す。

13.団体戦は、時間の都合上 3つのコー トで同時に行います。
14.同一選手による試合が連続する場合、 10分の空き時間を設けます。
15。 インターバル中、コー トに入れるのは当該選手のほか 2人までとしますが、「20秒」のコール
がなされたら、選手以外の方は速やかにコー トから離れてください。

16.試合終了時には、勝敗に関係なく主審と握手するよう心がけてください。

審 判 上 の 注 意

1.平成 27年度 (公財)日 本バ ドミントン協会競技規則及び同公認審判員規程により運営します。
2.す べてのゲームにおいて、一方のサイ ドが 11点になったら60秒を超えないインターバルを認
めます。また、すべてのマッチの第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間に
120秒を超えないインターバルを認めます。
3.各 コー トのコーチングシー トは、 2席用意します。試合にふさわしい服装と室内シューズの着用
に留意してください。

4.各 コー トのベンチに入ることのできる者は、団体戦の場合は当該チームの競技者 (監督、コーチ、
マネージャー及び登録選手)のみです。個人戦ではベンチを設けません。
5.主 審、線審、得点表示係は長崎県バ ドミントン協会が行います。
6.汗 などでコー トが濡れた場合は、主審の指示により線審が処置をします。
7.プ レーヤーはどんな事があっても、体力や息切れの回復を目的に、またはア ドバイスを受けるた
めにプレーを遅らせてはいけません。

8.選 手が試合中にア ドバイスを受けることができるのは、シャトルがインプレーでない場合に限り
ます。

9.プ レーヤーは競技規則第 16条第 2項のインターバルを除き、マッチが終了するまで主審の許可
なしにコー トを離れてはいけません。
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体 育 館 使 用 上 の 注 意

1.大 会当日は 8:00に 開場 します。所定の時間までは地区指定のコー トで練習できます。
2.学 生 としてのマナーを十分心がけて ください。
3.競 技フロア内では必ず体育館専用シューズを使用 してください。
4・ 貴重品、その他所持品は各 自の責任において管理 してください。
5.2階 観覧席は地区ごとに分けています。
6.飲 食は観覧席で行 うこととし、競技フロア、ロビーでは原則禁止です。ただ し、競技中の水
分補給については、ふた付 きの容器 を使用する場合に限 り許可 します。ベ ンチヘのクーラー

ボックスの持ち込みは禁止 します。

7.会 場でのフラッシュ撮影は、競技の妨げにな りますので禁上 します。
8.ご みは各校の責任 においてお持ち帰 りくだ さい。 ゴミ袋は本部で用意 してお りますので、必
要な学校は本部まで申し出てください。
9.更 衣室及びシャワー室は使用可能です。

- 22 -
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タ イ ム テ ブ ル

男子団体戦 (MT)・男子個人戦複 (MD)・ 男子個人戦単 (MS)
女子団体戦(W丁 )・女子個人戦複(WD)・ 女子個人戦単 (WS)
閉会式は試合終了後、執り行います。

団体戦コート配置図
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1.男子団体戦

徳
(中

山
国 )

1

秋
(東

田
」ヒ)

熊本人代
(九州・沖縄 )

F可

(四

南
国 )

11
松
(中

=‐

1¨

′=L

国 )

12
小 山
(関東・信越 )

9

10

13

14

和歌山
(近  畿)

長 野
(関東・信越 )

釧 路
(北 海 道)

岐 阜
(東海自北陸)

鹿児島
(九州・沖縄 )

香川高松
(四  国)

2

3

4

5

6

フ

8
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15
神
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F
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石 川
(東海・北陸)

優
　

勝

準
優
勝

第

二
位
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2.女子団体戦
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島
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3.男子個人戦 (複 )
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4.女子個人戦 (複 )
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5.男子個人戦 (単 )
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6.女子個人戦 (単 )
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WS2

WS3

WS4

WS1 3 WS14

WSll

WS1 2

WS9

WS5

WS6

WSフ

WS8

9

10

11

12

13

14

15

16

薄葉なつみ
(福  島)

平野菜緒
(神  戸)

齋藤留菜
(茨  城 )

森本暁音
(熊本人代 )

松崎春華
(佐 世 保)

中野三恵子
(富山射水 )

中道由菜
(徳  山)

WS1 5
雛
浜
早
居

Ｅ
メ
〓
ヨ

ｒ
層

目
Ｆ

華
布

WS1 0

西村 唯
(宇  部)

優

　

勝

準
優
勝

第

三
位
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選 手 名 簿

選手名の○印は主将
団体・個人戦出場欄の囲み数字は地区順位

北 ,1

学  校  名 釧路工業高等専門学校
目r= 督 山崎 俊博

コ チ

マネージャー 松野 沙亜耶

男 子 選 手 名 学年 団体
人

福 単

くば のぶゆき

久保 遵幸
5 ① ① ①

くにさだぎん

国定 銀
5 ①

おおい たくみ

大井 拓海
4 ① ①

あさぬま けんた

浅沼 健汰
3 ①

やまうち りょう

山内 亮
3 ①

なかむらかずや

中村 一也
2 ①

ひらの だいち

平野 大地
2 ①

やはた ひびき

八幡 響
2 ①

学  校  名 苫小牧工業高等専門学校
監 督 浅見 廣樹

コ チ

v+.-)t- 中村 咲月

女 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①

すぎさわ はるか

杉澤 遥
4 ①

たかやましずか

高山 静香
①

はしもとあやね

橋本 采音
3 ①

ひらもとかな

平元 佳菜
2 ①

わたなべ かほ

渡退 香歩
2 ①

かなざわ あゆな

金澤 亜有菜
1 ①

このリー リさ

コノリー 里沙
1 ①

あんどうはなえ

安藤 花枝
1 ①

学  校  名 函館工業高等専門学校
目r= 督 古俣 和直

コ チ

マネージャー 上原 悠菜

女 子 選 手 名 学年 団体
人

単
やまだ はるな

山田春奈
5 ① ①

うえはらゆうな

上原 悠菜
3 ①
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〕区

学  校  名 一関工業高等専門学校
Er= 督 千葉 圭

コ チ 畠山 大地

マネージャー

男 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①

さとうたくや

佐藤 拓弥
5 ①

あべ まさひこ

阿部  真彦
5 ①

あべ はじめ

阿部 吉
4 ①

いとうのぞみ

伊藤  望
1 ①

うえむらとしき

上村 星輝
3 ①

おのでらけんや

小野寺 健弥
2 ①

学  校  名 福島工業高等専門学校
臣を 督 若林 晃央

コ チ

マネージャー 清水 和恵

女 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①

うすば なつみ

薄葉 なつみ
5 ① ①

こまつ まな

小松 愛
5 ①

むらかみ あずさ

村上 あずさ
5 ①

さがわ むつみ

佐川 睦実
4 ①

やまのべ ももか

山野辺 百花
4 ①

えんどうななこ

遠藤 菜々子
4 ①

ふじえだ まみ

藤枝 まみ
3 ①

たにぐち ゆめみ

谷口 夢実
3 ①

学  校  名 秋田工業高等専門学校
Er= 赤又

目 金田 保則

コ チ 野澤 正和

マネージャー 高橋 澪

男 子 選 手 名 学年 団体
人

単

①

さいとうりゅうへい

斎藤 竜平
5 ②

ほり りょうすけ

堀 諒介
5 ②

たかはし よういちろう

高橋 洋一郎
3 ②

みうらたいし

三浦 太嗣
3 ②

さいとうたくみ

斎藤 匠
3 ② ②

たかおか ゆうと

高岡 勇人
3 ②

こやま りょう

小山 諒
2 ②

おおたき ようへい

大瀧 燿平
2 ②

学  校  名 一関工業高等専門学校
Er= ホ又

目 千葉 圭

コ チ 海田 暁弘

マネ~ン ヤー 三石 映葉

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
いのまた まい

猪又 舞 5 ②

②
すどうかな

須藤 華那
5 ②

きくち しおね

菊池 汐音
4 ② ② ②

さとう ゆき

佐藤 由希
2 ② ②

いわぶち なる

岩渕 奈留
1 ②
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学  校  名 鶴岡工業高等専門学校
Er= 督 窪田員治

コ チ

マネーンヤー 鈴木翔吾

男 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単
くどう あゆむ

工藤歩
4 ① ①

あべ たくみ

阿部拓実
2 ①

学  校  名 鶴岡工業高等専門学校
Er= ホヌ

目 窪田員治

コ チ

マネージャー 鈴木翔吾

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
みうら ゆか

三浦佑香
3 ①

やまぐち まこ

山口実胡
1 ①

学  校  名 仙台高等専門学校 (名 取キヤンパス)
Er= 未ヌ

目 藤田 智己

コ チ 野角 光治

マネージャー

男 子 選 手 名 学年 団体
1瞳

複

人

「
雇

『
なかむら なおき

中村 直樹
5 ②

やまもと なおき

山本 直樹
5 ②
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学  校  名 長野工業高等専門学校

臣を 余又
目 仲林 大輔

コ チ 窪田 壮志

マネージャー 篠崎 瑠

男 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単

①

やホだ そうた

山田 壮太
4 ① ②

たきざわ よしふみ

滝澤 善史
4 ① ②

こしむらゆうすけ

越村 勇介
4 ①

なかじま あきのぶ

中島 明伸
3 ① ②

こやま しょうご

小山 翔吾
3 ①

だんのはらりょう

檀ノ原 亮
2 ①

かわばた ゆうと

川畑 祐人
2 ①

せきざき あゆむ

関崎 歩
2 ①

学  校  名 長岡工業高等専門学校
Er= 余ヌ

目 土田 泰子

コ チ 牧野 峻太

マネージャー 澤潟 圭

女 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単
いばらき あやの

茨木 彩乃
5 ①

②

きしえみり

岸 えみり
4 ① ①

こたじま なみ

古田島 奈美
3 ①

たけうち あや

竹内 綾
3 ①

さいとう ながつき

斎藤 長月
3 ①

ますだ よしこ

増田 佳子
3 ①

まつい ちかこ

松井 千佳子
1 ① ①

ふじた ひろみ

藤田 紘未
1 ①

学  校  名 小山工業高等専門学校
Er= 督 飯島 洋祐

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名 学年 団体
{匿 人

複 単
さかまき ともゆき

酒巻 智之
5 ②

②

かたよせ ゆうき

片寄 友貴
4 ② ①

おおた みちひろ

大田 迪広
3 ② ①

おがわ りく

小川 陸
3 ②

ひろさわ えふ

廣澤 詠風
3 ②

あゆさわ そういち

鮎澤 宗壱
2 ②

よこすか ひかる

横須賀 光
1 ②

あきやま なおき

秋山 直輝
1 ②

学  校  名 小山工業高等専門学校
Er= ホ又

目 飯島 洋祐

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

①

おのざとゆみ

小野里 由実
3 ②

たなか あおい

田中 碧
2 ②

さいとう かすみ

齋藤 香澄
2 ②

かんばら ももこ

神原 桃子
1 ②

せき みゆな

関 美佑奈
1 ②
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学  校  名 群馬工業高等専門学校
Er= 未ヌ

目 中山 和夫

コ チ 櫻井 滉平

マネージャー

男 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単
かわしま だいき

川島 大輝
4 ①

学  校  名 茨城工業高等専門学校
Er= ホ又

目 野口 生也

コ チ

<+-)t-
女 子 選 手 名 学 年 団体

複 単
さいとうるな

齋藤 留菜
1 ①

学  校  名 都立産業技術高等専門学校 (品 川キヤンパス )
Er= ホヌ

目 田村 健治

コ チ

マネージャー 諸田 恭己

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
ささきまこと

佐々木 茉琴
2 ②

学  校  名 木更津工業高等専門学校
Er= 督 婦山 智治

コ チ 永徳 大輝

マネージャー 駒野 直輝

女 子 選 手 名 学年 団体
人

単
いしい なつみ

石井 なつみ
2 ②

たぐち しおり

田口 史織
1 ②

-35-



l区

学  校  名 石川工業高等専門学校
目r= 未又

目 長岡 健―

コ チ 高野 典礼

マネージャー 中町 遊

男 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①

あらい はるき

荒井 知大
3 ① ① ①

なかむらゆうき

中村 悠暉
3 ① ①

さくらい じゅん

櫻井 隼
2 ①

さかもとあゆみ

坂本 歩巳
3 ①

きだ ひろむ

本田 大夢
4 ①

かわえひろと

川江 浩人
4 ①

やすまご みき

安孫 幹
1 ①

こもりれんた

小森 廉太
1 ①

学  校  名 富山高等専門学校〈射水キャンパス)
目r= 督 山本桂一郎

コ チ 清水 真

マネージャー 金子 真奈

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
いけだ まこ

池田 真子
4 ① ①

やち なつみ

谷内 夏未
4 ①

たかしま みさ

高島 美樹
3 ①

なかの みえこ

中野 三恵子
3 ① ① ①

まきみさき

巻 美咲
3 ①

わかまつ ゆか

若松 悠果
2 ①

はしもと ほなみ

橋本 帆波
2 ①

いたたに れいな

板谷 怜奈
2 ①

学  校  名 岐阜工業高等専門学校
ぼ
=

余又
目 所 哲郎

コ チ 細野 佑斗

マネ~ン ヤー 井口 広人

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
いわた しょうへい

岩田 翔平
5 ②

みやかわ もとのぶ

宮川 元暢
5 ② ② ②

③

たかい ゆうすけ

高井 佑介
4 ②

たかい かんた

高井 幹太
3 ②

おくやま しょう

奥山 翔
3 ②

ばば けいすけ

馬場 恵助
2 ② ②

みやがわ やまと

宮川 大和
1 ②

わたなべ さとし

渡辺 聡史
1 ②

学  校  名 岐阜工業高等専門学校
Er= 未又

目 山田 博文

コ チ 安田 光貴

マネージャー 廣瀬 由梨奈

女 子 選 手 名 学年 団体
i匿 人

複 単
かなもり はづき

金森 はづき
5 ②

こんどう さとか

近藤 里香
5 ②

ひらつか ゆりか

平塚 優里香
5 ②

はやしさりな

林 紗里奈
4 ②

⑤

わたなべ ゆうか

渡退 悠加
3 ② ② ①

おかだ もえか

岡田 萌花
3 ② ②

いわい ほたる

岩井 蛍
2 ②

おおさとゆず

大里 柚
2 ②
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台地区

学  校  名 和歌山工業高等専門学校
Er= 督 西本圭吾

コ チ

マネーンヤー

男 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①

はしもと りょう

橋本 怜
5 ①

みね りょうた

峯 良太
5 ①

かしわぎ ゆうすけ

柏木 結介
4 ① ①

くすもと ひろゆき

楠本 祐之
4 ①

にしやま かずき

西山 和希
3 ①

学  校  名 神戸市立工業高等専門学校
臣を 未又

目 笠井 正三郎

コ チ 上垣 宗明

マネージャー 加藤 帆高

女 子 選 手 名 学年 団体
イ[[ 人
複 単

わだ えりか

和田 恵里佳
5 ① ① ①

はぎわらあやみ

萩原 綾美
4 ① ②

③

ひらの なお

平野 菜緒
4 ① ① ②

おおあしあやか

大蔵 彩夏
2 ① ②

まつだ れいか

松田 嶺花
2 ①

学  校  名 神戸市立工業高等専門学校
Er= 未又

目 上垣 宗明

コ チ 笠井 正三郎

マネージャー 福岡 大空

男 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①
おおつか ひろき

大塚 啓貴
5 ② ②

まさだ ゆうご

政田 雄冴
② ②

おおえ あきひろ

大江 晃弘
4 ② ③

おやま ひろゆき

小山 博之
4 ②

なかむらまさひろ

中村 将大
4 ②

たむらけんたろう

田村 謙太郎
3 ②

すずきそうた

鈴木 創太
1 ②

うえだ あつろう

上田 篤郎
1 ② ③

学  校  名 明石工業高等専門学校
Er旨 ホ又

目 高田 功

コ チ 久米 俊治

マネージャー 三好 雄登

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
こいけ のどか

小池 のどか
4 ②

ふくおか みさ

福岡 美瑳
4 ②

うえにし あつよ

上西 淳予
4 ②

④

こぶな いくみ

小鮒 郁美
3 ②

かとう うらら

加藤 麗
3 ②

ほり あやか

堀 彩夏
2 ②
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学  校  名 明石工業高等専門学校
目r= 六又

目 高田 功

コ チ 池下 侑作

マネージャー 笠木 陽介

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
いわさきこうへい

岩崎 頌平
4 ②
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学  校  名 松江工業高等専門学校
Er= ホ又

目 渡辺 賢治

コ チ 安達 俊夫

マネーンヤー 野津 双葉

男 子 選 手 名 学年 団体
個 人

複 単
はらりょうすけ

原 良介
5 ① ①

せのうかずや

妹尾 和哉
5 ① ①

さかうえじゅら

坂上 樹来
4 ①

たけしたこうき

竹下 孔喜
4 ①

ほりえたくみ

堀江 拓巳
1 ①

なかはらりょうた

中原 涼太
3 ①

いとがまさと

糸賀 雅人
3 ①

みつのかける

満野 翔
3 ①

学  校  名 徳山工業高等専門学校
E■ 督 笠置映寛

コ チ 家重 直也

マネ~ン ヤ~ 能見 綾乃

女 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単
いしまる ななみ

石丸 七海
4 ①

②

なかみち ゆな

中道 由菜
4 ① ① ②

たかはらちえ

高原 知恵
2 ①

みやがわ ゆな

宮川 柚菜
2 ①

かわぐち ことみ

河口 ことみ
1 ① ①

さとうほなみ

佐藤 穂波
1 ①

学  校  名 徳山工業高等専門学校
日r= 余又

目 古賀崇了

コ チ 瀬島 史也

マネージャー 神田 篤輝

男 子 選 手 名 学 年 団体
イ匿人

複 単

あきもとゆうた

穐本 裕太
4 ②

かみもとなおと

神本 直人
4 ②

かわぐち だいすけ

河口 大輔
4 ②

しみず だい

清水 大
4 ②

⑤
ながお きょうた

長尾 恭太
4 ② ②

のぶかね じおん

述金 志遠
4 ② ②

ふじい よしひろ

藤井 義弘
4 ②

かたおか なおや

片岡 直也
1 ②

学  校  名 宇部工業高等専門学校
Er= ホ又

目 伊藤 直樹

コ チ

マネージャー 伊藤 日奈子

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

①

にしむら ゆい

西村 唯
4 ② ② ①

ますい あかり

桝井 あかり
4 ② ②

まつしげ みか

松繁 美佳
4 ②

おのだ くみこ

小野田 久美子
4 ②

くどうゆめ

工藤 優女
2 ②

やまだ あゆみ

山田 歩実
1 ②
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学  校  名 呉工業高等専門学校

Er旨 督 大和 義昭

コ チ 大窪 幸治

マネーンヤー 責成 優真

男 子 選 手 名 学年 団体
個人

複 単
みそて まもる

溝手 守
5 ①

やまぐち けいた

山口 啓太
4 ②
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地 区

学  校  名 香川高等専門学校 (高松キャンパス)
Er= 未又

目 吉永 慎一

コ チ

マネ~ン ヤ~ 廣瀬 嵩朗

男 子 選 手 名 学年 団体
1人

複 単
にしかわ はやと

西川 颯人
5 ① ②

はやしま ゆうた

早嶋 雄太
5 ①

なかうらさとし

中浦 聡
5 ①

はやしなおき

林 尚輝
4 ① ① ①

おおもり けんたろう

大森 健太郎
4 ①

たにかわ たつや

谷川 達哉
4 ① ②

⑦

やた しんじ

矢田 慎ニ
4 ① ① ②

かわさきたかひろ

川崎 貴弘
3 ①

学  校  名 新居浜工業高等専門学校
Er= ホス

目 矢野 潤

コ チ 三井 正

<+-)t- 福田 真菜

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

①

やまだい しおり

山台 詩織
3 ① ①

ほりえなつみ

堀江 なつみ
5 ①

やすもち みく

保持 実紅
3 ①

きのした まほ

木下 真帆
3 ①

あおの ひな

青野 雛
2 ① ① ①

こんどういずみ

近藤 泉美
2 ①

わたなべ みやび

渡部 みやび
1 ①

学  校  名 阿南工業高等専門学校
日r= 六又

目 平山 基

コ チ

マネージャー 渡辺 涼

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
たかしま なおき

高島 直輝
5 ②

よしおか じん

吉岡 迅
5 ②

なかお こうき

仲尾 光貴
4 ②

おおおか たつや

大岡 達也
4 ②

いがた ゆうぞう

井形 友蔵
3 ②

たかい りょうま

高井 龍馬
3 ②

やまもとまさき

山本 将貴
2 ②

いわせ こうへい

岩瀬 滉平
2 ②

学  校  名 阿南工業高等専門学校

Er= ホス
目 平山 基

コ チ

v+-)r- 池上 克哉

女 子 選 手 名 学年 団体
人

単

ながお まゆ

長尾 茉侑
4 ② ②

たけだ なみ

竹田 菜未
3 ②

はたけやま みさき

畠山 美咲
3 ②

おかだ もえか

岡田 萌香
2 ② ②

のむらちさと

野村 知里
2 ②

かまだ なつき

鎌田 夏綺
1 ②

- 41 -

~¬



学  校  名 高知工業高等専門学校
Er= 朱又

目 西内 悠祐

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名 学年 団体
個人

単

よこやま めぐみ

横山 恵
5 ②
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九り11・ ,中 i

学  校  名 熊本高等専門学校 (人代キヤンパス)

コ チ 坂本 正

マネージャー 森田 大貴

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
ふくだ かずふみ

福田 一史
4 ①

②

もりもとけんと

森本 健斗
4 ①

ほかだ りょう

外田 凌
2 ①

こうろぎともや

興侶 智哉
2 ①

ほり りゅうすけ

堀 竜輔
2 ①

しみず りょうた

清水 亮太
2 ①

くわはらひであき

桑原 秀明
1 ①

やまもとかずき

山本 一樹
1 ①

学  校  名 北九州工業高等専門学校

コ チ

マ '- - i'tr, - ミ本 菜月

女 子 選 手 名 学年 団体
匡
Ｌ 人

複 単

①
なかむらありさ

中村 有沙
4 ① ②

くどう はるか

工藤 春香
3 ① ②

まつみ きよ

松見 紀依
3 ①

すえつな みのリ

末綱 みのり
3 ① ①

くすきゆうか

楠城 由佳
2 ① ① ②

さくらい しおり

櫻井 栞
2 ①

はら ほのか

原 歩花
2 ①

こが ちはる

古賀 千晴
1 ①

学  校  名 鹿児島工業高等専門学校
堂園 一

コ チ

マネージャー 荻田 和

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

①

ひだか ひかる

日高 輝
4 ②

ふたわたりかずと

二渡 一昇
4 ②

むらた せいや

村田 誠也
3 ②

ちゅうまん じょうた

中馬 翔太
3 ②

ふちわきこうへい

渕脇 康平
3 ②

かたひらようすけ

片平 耀款
3 ②

うしごめ あつや

牛込 敦也
2 ②

すみよし かいと

住吉 海斗
1 ②

学  校  名 熊本高等専門学校 (八代キャンパス)

コ チ 坂本 正

マ J (-irr- 小柳 七海

女 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①
うえの れいな

上野 伶奈
5 ②

まさきゆりか

員崎 悠里香
4 ②

さかた いおり

坂田 衣央里
3 ②

おおほりあきほ

大堀 晃歩
3 ②

よこやま みなみ

横山 瑞海
2 ②

よしい すずか

吉井 涼香
2 ②

たけたに さき

竹谷 咲紀
2 ②

もりもと あかね

森本 暁音
1 ② ①
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エ :専門二菫校

ヨ神 ラ
コ チ 田

マ ラヽ 一ジャー

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

やすだ ゆうき

安田 侑輝
5 ② ①

よしどめ けいよう

吉冨 景陽
3 ② ②

さいき ゆうし

斉木 勇志
4 ①

しみず いつぺい

清水 一平
4 ①

蔦高自 菫校
一，
全
ヨ

コ チ :久屁

マ
'

(-i.rr- 吉田 あかり

男 子 選 手 名 学 年 団体
複 単

①

もりやましんご

森山 慎吾
5 ○ ○ ○

ひろせ よしろう

廣瀬 祥朗
5 ○

さかもとたくま

坂本 琢馬
3 ○ ○

いわながようすけ

岩永 洋介
3 ○

はぎおなおき

萩尾 直貴
2 ○

よしかわ しょう

吉川 祥
2 ○

佐 1 :専門壼菫校

森下 浩二

コ チ

マ J ―ヽジャー 田

女 子 選 手 名 学年 団体
個
複
人

「
雇

「①

みつますゆか

光増 有香
4 ○ ○

まえだ はなの

前田花乃
3 ○ ○

まつざきはるか

松崎 春華
3 ○ ○

しょうじと‖ま

庄司 美穂
2 ○

ふじわらもも

藤原 萌々
2 ○
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嘉
宗
山

原
内
富

野
作
＜

工
↑

明

＞

三

湾居

口
Ｆ
Ｔ菊
樋
＜

乗

＝林

神 戸 市 立

昭
蔵
政
健

林
原
若
檜

人

、
ヽ
リ

個
ノ
蝉

隆

＞コヽ

土
目
れ
ν世

邊
佐

渡

＜

高

＞

Ｅ

ロ

一■
Ｌ大

保
高
久
＜

実
波電

木
本
本
熊

賢

＞田

斎

＜
藤

秋

第

十

四

回

熊

本

団体 熊 本 電 波 福  康 新 居 浜

男

子

民

、

ヽ

ノ

ノ

告
受

個

０

頼
郎
＞

信

五
京

島
巻
東

中
坂
＜

弘
実
”

敏
　
電

ト
ト

‥

・
′
　

一ノ

未
ギ

騎

　

．／

・　

　ヽ
ヒ
し
ヽ

上
本
鯨

明
幸
生思
払
田

畑
本
高
持
且
（

剛
雄
＞
茂

川
本
石
蔵
＜

一局 白田

人

、

ヽ
ノ

個
ノ
蝉

頼
＞
信
京

島
東
中
＜

実
波雷

冽
本
本
熊

史

川

コ
　
ロ
』

Ｌ
「
■
川

田

＜
高 畑 憲 明
旦
（

女

子

人
鋤

個

僻

里
美
＞

祐
久
り居

野
原
新

小
三
＜

美
子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜

り
子
＞

か
智

―

ゅ
早
川旭

原
藤
松
斎

子
紀
＞

律
由
関

＋

Ｊ

Ｉ

　

一

未

∴

川

一

中
及
＜

へ

・
＞

個
ノ
蝉

ｎ
ノ

，刀ゆ

リ

原

ヵ

松

＜ (高 知 )

上 野 真 奈 酒 本 亜 希 子
津 山

美
＞
里
良

藤
奈
安
＜

第

十

五

回

神

戸

団体 福  島 旭  り| 宇  部

男

子

た

、

ヽ

ノ

ノ
」「
欠

個
鰊

志
輔
＞

晃
大
り居

上
上
新

井
井
＜

．　
．
波

真
竜
電

尻
垣
冽

ヒ

し
ヽ

田
柴

鯨

生
雄
＞

貴
富
川

西
尾

石

小
松
＜

司

念

＞

Π
「
肝
ベ

勝
　
牝

田

ノ‐

尾
　
苫

松
鎌
』

ｋ

＞

個
ノ
蝉

義
＞
一
島

村
福
中
＜

雄
＞
茂
川

本

石

蔵
＜

．
波
真
電ヽ

ヨ
Ｌ

「
４

日
″
し
し
ヽ

―

台
尺

圧

＜

毅

＞良

藤

奈

安

＜

女

子

人

鋤

個

僻

美
子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜

里
美
＞

祐
久

湾居

野
原
新

小
三
＜

加
美
＞

友
宏

明

橋

田
有

石
平
＜

子
り
＞

智

か
‐

早
ゅ
川

藤

原
ヵ

斉

松
＜

民
＞
イ固
ノ
蝉

美
＞
里
良

藤
奈
安
＜

ｈ
ソ

，刀ゆ

月

原

ヵ

松

＜
上 野 真 奈

知一局

み
＞

な

知
尾
高
平
＜

第

十

六

回

茨

城

団 本 宇  部 苫 ′
々

〈 新  居  浜

男

子

た

、

ヽ
ノ

ノ
笛
欠

個
９

一
信
＞

健
幸
明

石
戸
有

立
城
＜

一
輝
＞

秀
　
岡
原
‥

田
　
振

本
松
＜

優

樹
＞
秀
島

辺
福
渡
＜

笹 輔
司
＞

大
誠
り居

上
本
新

井
官
＜

た

、

ヽ
ノ

個
ノ
蝉

毅

＞良

藤

奈

安

＜
二
＞
浩

湾居
見
斤立あ
塩
＜

松 岡 利 幸
エヱ
ロ宇

ヤヤ
＞

ジ

‥

ン
農

ノ

　

ヽ
―

・
　
め
年

イ

３

デ
＜

レ

女

子

人
∋

個

鰊 城 久 美 子
真 由 美

良奈

泉

築
＜

美

美

潤

填

知

電

次

垣
冽じいヽ

三
柴
輌

美
恵
＞

宏
理
明

田
本
有

平
宮
＜

子
春
＞

美
二
牧

・
「「

公
　
小

篠

橋
苫

三
高
＜

人

、

リヽ

個
ノ
陣

美
―
宏
明

田
右
平
‘

美
ａ滅
知
電
垣
冽
し
し
ヽ

柴
鮮

ｎ
ノ

ユ
月
″ゆ

リ

原
九

松

＜
美
＞
智
呉

谷
＜
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大会 会場 種 目 1    イ立 2 位

第
十
七
回

米

子

団 宇  部 有  明 長  岡 奈  良

男

子

た

、

ヽ
ノ

ノ

告
衆

個
儲

毅
典
＞
征
良

藤
谷
奈

安
岸
そ

司

公
い
■
つ

勝
田
尾松
鎌

ケ
ヘ
“
イ′―

「

苫

一
信
＞

健
幸
明

石
戸
有

立
城
＜

輝
章
＞岡

原
橋
長

松
高
＜

ｋ

ヽ
＞

個
ノ
蝉

毅

＞
藤安

＜ 良奈

章

＞岡

橋

長

高

＜
二
＞
春
松

田
高
安
＜

光隆白
一Ｎ

↑
ベ
■
ンπ

明有

女

子

人
助
個
僻

良奈

泉 真 由 美
築 城 久 美 子

春

香

＞

千

明
ィノ‐「

橋
台
菫

古司
一■
＜

．

―

戸

子

岩 佐 美 佳

真 由 子
レ
ヽ

田

ｊ

稲
＜

千 夏福 島
子

＞

由

‐

真

リ
辺

．́

渡
＜

ｋ
＞
イ固
ノ
鮮

美
＞
由
良
真
奈
泉
＜

ｈ
ソ

カ
″ゆ

川

原

ヵ

松

＜ 田

美 由 紀
ル
（

―
，
イ
Ｃ

＝
μ青
＜

真 由子
子

レ
ヽ

田

ｊ

稲
＜

第

十

人

回

一月

苫 小  牧 有   明 佐  世 呆 福 島 千 夏

男

子

人
鋤
個
儲

洋
治
＞

信
真
良

家

口
奈

福

山
＜

公
心
行
＞

Π
「
　
　

諄
人

一　

“
ィ

田

　

刀

口

・〓

鎌
井
∝

健
波電

橋
台
古
仙

板 橋 淳 一 弘
明
＞

コタ
博

Ｌ

部
　
富

磯

堺
＜

ｋ

＞

個
ノ
蝉

イ

＞
工
Ｋ

ウ

．́

ス

留

ヽヽイ

久

一プエ
＜

章

＞岡

橋

長

高

＜
人
＞
直
島

木
福
鈴
＜

洋
＞
信
良

家
奈
福
＜

女

子

人
鋤
個
僻

美
穂
＞

宏
瑞
明

田
松
有

平
永
＜

ヽり
佳
＞

ヵ

当

＝

ゆ

Ｆ
リ

原
里
九

松
楠
＜

子
子
＞

大 久 保 範
宮

寿

城

伊 藤

良奈

美

子台ヽ

山

円

０
こ
ノ
欠

真

‘

泉

築 城

尺

・
＞
イ固
ノ
鮮 波電本ヒし

ヽ

ム
貝

美智堀柴 永 松 瑞 穂
明有

美
＞
由
良
真
プヽ
カ

泉
＜

緒
＞
奈
京

＝

表

自
５

ｒ
ヽ

第

十

九

回

舞

鶴

奈  良 函  館 北  :九 旦

男

子

た

、

ヽ
ノ

ノ

告
癸

個
鰊

野 慎 吾
健
波電

橋
台

´
ｌ

ｈ
コ

浅

■

ｍ

彦
裕
＞

智
幸
城

本
池
宮

江
小
＜

彦
士
＞

孝
高
代

田
田
人

前
園
＜

郎

参

＞

ス
ー

ケ
ヘ

託

　

生

‐―＝
川
「

田

ヽ り
苫

下
ガ
＜

へ

＞

個
ノ
鮮

健
波電

伏備̈
ムロ
１́
品凹

一
Ｌ

′
４

士
星二
∠ヘ本 山
且
（

洋
＞
信
良

家
奈
福
＜

章

＞
橋高

＜ 岡長

女

子

人
助
個
儲

美
穂
＞

宏
瑞
明

田
松
有

平
永
＜

子
美

＞

由

ヽ
＾

―

夕

子

百
一（

田
藤
米

稲
佐
＜

子
乃
＞

悦
雪
湾居

松
崎
新

植
塩
＜

寿 子伊 藤
大 久 保 範 子

城宮

ｋ
＞
イ固
ノ
蝉

美
ａ滅
智
電
垣
冽
ヒ
し
ヽ

柴
鯨

穂
＞
瑞
明

松
有
永
＜ 子

レ
ヽ

田

；

稲
＜
真 由 子 緒

＞
奈
京
―
上
Ｒ

＝

″
一リ

自
一口
／
１
ヽ

第

二
十
回

大

分

巨
ん

κ 人   代 宇  部 旭  り| 佐  世  保

男

子

人
鋤
個
僻

彦
裕
―

智
幸
城

本
池
官

江
小
＜

洋
治
＞

信
真
良

家

口
奈

福
山
＜

志
寛
＞

宏
恵
部

崎
田
宇

官
川
＜

彦
亘
＞

泰
正
館

邊
橋
函

渡
高
＜

ｋ
＞
個
ノ
蝉

樹
＞
義
少九

斐
ヒ

甲

＜
宮 崎 宏 志

立
ロ

‐~1~

幸
＞
聖

田

藤

秋

伊
＜

裕
＞
幸
城

池
宮

女

子

た

、

ヽ
ノ

ノ
一口
冬

個

僻

子
加
＞

優
祐
代

崎
田
人

森
富
＜

真 由 子
代
＞
理
川

沢

石

稲
＜

渡 辺 緒
尋
＞

奈
千
京

川
畑
東

Ｌ
ヽ

日
―１

／
ヽ

春
香
う

日

文

千

明

４ノ‐
『

橋
台
獣

高
所
［へ

＞

個
ノ
鮮

美
ｎ滅
智
電
垣
冽
ヒ
し
ヽ

柴
輌

佳
＞
由

川
野
旭
楠
＜

卜たヽ‐
ノヽ

理
川

沢

石

稲
＜

美
＞
智
城

内
都
堀
＜

第

二
十

一
回

岐

阜

人  代 ■li ユ、 ′ヨ妻 0こ[
|卜1」       「:::::     日1:::L    イ′),こ 苫 小

`

な

〈
旦

男

子

た

、

ヽ
ノ

ノ

告
受

個
０

グ

弘

＞

浩
　
知

田

‐
高

澤
横
＜

一
哉
＞

頁
賀

こ

＝川
＾
ヨヽＬ

六

波
藤
都

斯
齋
＜

智
介
＞

明
亮
明

橋
開
有

板
吉
＜

雄

一
湖

俊
啓
電

藤
屋
問

安
鹿
崎

民
＞
個
ノ
蝉

明

＞
博

山

堺

＜
悦 郎

＋
Ｕ
＋
↑〈
「
(新 居 浜 )

大 江 裕 介

阜岐

也
＞
久
ｔ川
ゃ

山
苫
仲
＜

女

子

民

、

ヽ

ノ

ノ

告
叉

個
¢

緒
尋
＞

奈
千
京

＝

田

燕

―
ノ
ル
バ

一―
ン

自
●

＝
＝

／
ヽ

加
子
＞

祐
優
代

田
崎
人

富
森
＜

卜ルヽ
ー
ヽ
ノ

理
川

沢
石

稲
＜

渡 辺 真 由 子
織
＞
香
紗居

中

斤幸
わ

田

＜

中 野 裕 貴 枝

尺

ヽ
―

個
ノ
蝉

緒
―
奈
東

―

―

一こ

月

覇

島

‘
山 内 沙 織
(新 居 浜 )

堀 内 智 美
城都

佳

―

由

＝

野

加

書
「
／ｔ

ｉ
佃
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“

（
６

第

二
十

二
回

人

王

子

ヨ 人  代 高   矢

男

子

人
助

個

僻

史
則
＞

崇
彰
城

木
原
宮

鈴
菅
＜

和
朗
＞

豊
治
代

‥
雄
ィ

Ｌ
　
ヘ

．本

ノ

園
岩
＜ 牟

ハ

山

田 浩 介

一両

澤
横
＜

弘

＞

哉
朗
＞

賀

二

‥

太
文

．、．
郭

藤
本
ぇ

齋
鈴
＜

ｋ

＞

個
ノ
蝉
成 毛 章 容
( 東 京 )

志

＞

貴

川
澤
旭
滝
＜ ι

大

山
一局

横

＜

弘

＞

介
＞
浩
知

田
高
澤
＜

女

子

人
Ｄ

個

僻

美
美
＞

智
真
城

内
井
都

堀
臼
＜

恵
織
＞

瑞
沙
ぉ居

木
内
新

鈴
山
＜

恵
代
＞

ｉ
理
川

昼
沢
石

東
稲
＜

尋
子
＞

千
紀
京

畑
美
東

川
林
＜

た

、

ヽ
ノ

個ノ
鮮
堀 内 智 美

卜
χ
■
ク者5

織
＞
沙

湾居
内
斤■〓わ

山

＜

代
＞
理
川

沢

石

稲
＜ 鹿 児 島 )

東

＜
久 美 子

第

二
十
三
回

南

国

団体 北  九  州 浜

男

子

た

、

ヽ
ノ

ノ

告
衆

個

僻

輔
紀
＞

耕
友
州九

田

田

ヒ

山
有
＜

智
介
＞

明
亮
明

橋
開
有

板
吉
＜

樹
篤
＞

真
　
子

奇

´
´
ｌ
μ

′
ト

ー
ー
一　
　
　
ヽ
一ノ

大

官

＜

容

司

＞

〓早
ユハ
一示

毛
路
東

成
川
＜

人

、

ヽ

ノ

個
ノ
蝉

容
＞
立早
一只

毛
東
成
＜

弘

＞知

山
一品

横

＜

篤

＞子

崎

米

宮

＜

夭
“
ノヽ

豊

代

上

人

園

＜

女

子

民

、

ヽ

ノ

ノ

告
叉

個

レ

美
生
＞

由
弥
り、九

元
本
ヒ

則
福
＜

美
美
＞

智
真
城

内

井
都

堀

臼
＜ 良

山̈
』
　
へ
下

ナ
峙

一イン

隠

＝
＜

宏 恵

可 奈 子
尋
香
＞

千
美
京

畑

山
東

川
大
＜

ヽ

＞

個
ノ
蝉

生
＞
弥
り‐九

本
ヒ
福
＜

美

＞

由

り、九

元

ヒ

ロ
ハ
ィ
ヽ

織
＞工́
ヽ

卜
／

ン
修

シ
Ｌ

居

内

斤土あ

山

＜
真 理 子岡 田

秋

第

二
十

四

回

函

館

ヨク 北  九  州 争   ノ 牧

男

子

人
Ｄ

個

儲

輔
紀
＞

耕
友
り、‐九

田

田

ヒ

山
有
＜

和
朗
＞

豊
治
ｔ

ｉ
雄
ィ

Ｌ
　
代

．本

ノ

園
岩
＜

紀
介
＞

知
陽
山

澤
井
富

松
沢
＜

輔
平
”

洋
亮
電

山
花
ノ匡
ｈ
コ

奥
立
帥

民
＞

個
ノ
蝉

介
＞
亮
明

開
有
吉
＜

容
＞
〓早
一只

毛
東
成
＜

洋 輔奥 山

(仙 台 電 波 )
旭 洋平 岡

(鹿 児 島 )

女

子

た

、

ヽ

ノ

ノ

告
叉

個

鰊

美
生
＞

由
弥
州九

元
本
ヒ

則
福
＜

尋
香
＞

千
美
京

畑

山
東

川
大
＜

奈
美
可
絵

野
上

槍

井

詫 間 電 波

地
峙
奈

隠
＝
＜

宏 恵

可 奈 子
良

人

、

ヽ
ノ

個
ノ
蝉

生
＞
弥
州九

本
ヒ
福
＜ 石

日
句

田

日

′

百
Ｅ

／
、

お
ν 恵 理 香 恵

＞
宏
良

地
奈
隠
＜

美

＞

由

り、九
元
ヒ

ロ

ハ
／
ヽ

第

二
十
五
回

旦
（

∃ク 北  九 州

男

子

民

、

ヽ

ノ

ノ

告
衆

個

僻

輔
紀
＞

耕
友
州九

田

田

ヒ

山
有
＜

尚
和
＞

仁
裕
り‐九

村

田
ヒ

奥
内
＜

篤
也
＞
達

子

崎
井
米
筒
＜

宮 樹

輔

０

靖

大

電

野

木

間夕七

北

元

儒

尺

・
＞

個
ノ
蝉
奥 村 仁 尚
(北 九 州 )

靖 樹

電 波 )

野

昆一■

レ
Ｌ

〓
百

史
＞
壮
生ガ

澤
苫
大
＜

児
＞
孝

松
井
高
安
＜

女

子

人
鋤
個

儲

宏 恵

可 奈 子

地
崎
奈

隠
＝
＜ 良

紀
奈
＞

美
広
明

本
部
有

柿
岡
＜

子
香
＞

紀
美
京

美

ゴ
紅

， Ｉμ

Ｔ

ノ

林
大
＜

恵 理 香
子
＞
郁

石

條

明

田白
Ｅ
ボ
υ

ｋ
＞
個
ノ
蝉

恵
＞
宏
良

地
奈
隠
＜

恵 理 香
石

田

弓

百
Ｅ

／
ｋ

な
， 佐 伯 有 希 子

(富 山 商 船 )

ｎ
フおヽ

館

喘
″
　
．一国

瓶

Ｅ
三
＜

第

二
十

六

回

／‐‐‐側・ム
ロ

ヨク 北  九 州 苫 ′ 牧

男

子

人
助

個

０

輔
紀
＞

耕
友
州九

田

田
ヒ

山

有

＜

尚
和
＞

仁
裕

ナ九

村

田
ヒ

奥
内
＜

輔
順
＞

大
敬

″居

智
木
新

越
真

＜

樹
輔

＞
大

浜
椰
居

十
一日
　
　
′

我
新

曽

＜

茂橋一両

ｋ

ヽ
＞

個
ノ
蝉

和
＞
裕
小九

田

ヒ

内

＜
奥 村 仁 尚
(北 九 州 )

史

＞ケ
ヘ

士

牝
ノ‐「

澤
苫
大
＜

一
＞
謙
良

井
奈
笹
＜

女

子

人
鋤

個

鰊

奈
紀
＞

広
美
明

部
木
有

岡
柿
＜

恵

子
＞

宏
友
良

地
村
奈

隠
木
＜

美 香

加 津 美

ヨ

　

一Ｒ

口
木

．リ

大
鈴
＜ 一只

美
佳
＞

彩
静
薄居

智
井
新

越
酒
＜

ｋ
＞
個
ノ
蝉

美

＞

圭
ロ
ト
ヽ

Ｒ

Ｈ

た
１

野
人
栂
＜

沙
＞
美

明
木
有
柿
＜

恵
＞
宏
良

地
奈
隠
そ

ｎ
フお

一
日

ヽ
　
と
日

力
″

．一日

瓶

Ｅ

三
‘
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第

二
十
七
回

牧

園

コク 北  九  少| 富  山 明  石 秋   田

男

子

人
鋤
個
僻

一
平
＞

淳
陽
州九

田
畑
ヒ

上
峠
＜

也

司

＞

習

　

公

′ラ
憲
本

―

・　
　
」コ『

＝
〃
　

　

一ド

森

岡

＜

弘
喜
＞

康
茂
山

崎

下
富

高

山
＜

樹
裕
＞

真
章
城

部
田
宮

阿
千
＜

ｋ

＞

個
ノ
蝉

コ
し

ヽ
ノ

玄
小友
り、九

田

ヒ

有
＜

明
＞

広

田
藤
秋
伊
＜

児
＞
孝
松

井
高
安
＜

生 田 目 晃 志
一只東

女

子

民

、

ヽ

ノ

ノ

告
衆

個

鰊

絵

い

‐

瑯
初
、ゴ′

２

・
ノ
ま

―

口
＋

富

瀬
〕
＜

馬
杉

美
子
＞

奈
奈
み

真
美
三

・
米

口
対
日　
．

野

下

＜

美
里
＞

晴
知
代

野
田
人

栂
上
＜

沙

喜 美 恵
美

明有

木

山

七
口

＾

＾

ｔ
伸
上
立

た

、

ヽ
ノ

個
ノ
蝉

美
＞

圭
ロ
ト
ヽ

日
【
′
‐

野
人
栂
＜

沙
＞
美

明
木
有
柿
＜

静 佳

(鳥 羽 商 船 )
久 保 子

＞

希

漁

由
商山

占
国

・
‐

ィ
‐
」星

佐
＜

第

二
十

人

回

富

山

ヨク 北 九 り
.

富   L 秋   田 明  石

男

子

人

、

、

ノ

ノ

告
受

個

僻

平

輔

＞

陽

陽

り、九

ｍ
円

ヤ
い

ル
バ

立
ロ
レ
し

峠

阿
＜

吾
明
＞

圭
広
田

永
藤
秋

辻
伊
＜

弘
喜
＞

康
茂
山

崎

下
富

高

山
＜

亮
佑
＞
勇
山

西

石
富

中
大
＜

た

、

ヽ
ノ

個ノ
蝉

児
＞
孝
松

井
高
安
＜

一
＞
隆

石

嶋
明
長
＜

吾

＞

土土
田円

′
ヽ

し
イ
（

、刀

本

辻

＜

基
＞
淳
少九

井
ヒ

玉

＜

女

子

た

、

ヽ
ノ

ノ
」「
欠

個
解

絵
い

‐

郵
彿
Ｅ

秀

ま

ロ

ロ

二十
一昌

瀬
〕
＜

馬
れ

美
里
＞

晴
知
代

野

田
人

栂
上
＜

米 元 麻 由 美
赤 瀬 美 紗

大 島 商 船

奈
佳
い舟

礼
静
商

又
保
羽

勝
久
時

ｋ

＞

個
ノ
蝉

美

＞

圭
ロ
ト
ヽ

Ｒ
ド
′１

野
人
栂
＜

沙
＞
美
明

木
有
柿
＜

松 井 は る か
山

佳
い静繭

Ｒ

羽

カ
フ

圭
，

ヽ
‘
Ｆ
油

久

＜

第

二
十

九

回

東

京

ヨク 北  九 チ| 明  石 有  明

男

子

民

、

ヽ
ノ

ノ

告
衆

個

¢

紀
平
＞

祐
陽
州九

嶋
畑
ヒ

中
峠
＜

也
輔
＞

拓
圭
友

１
４

■
ク

子孫

Ｌ
笹

安
晴
＜

也
之
＞

喜
康
岡

沼
原
鶴

大
菅
＜

広

斗

＞

孝

唯

路

田
光

釧

中

山
＜

ｋ

＞

個
ノ
蝉

明

＞

広

田

藤
秋
伊
＜

也
＞
智
松

川
高
森
＜

弥
＞
拓
明

上
有
田
＜

生 田 目 晃 志
一只東

女

子

民

、

ヽ

ノ

ノ

告
衆

個

磁

絵

い

‐

瑯
和
〓

斉

ま

日

口

●
‐
富

瀬
〕
＜

馬
れ 子

奈
嗣

桐
美
商

堀
安
饉ｋ

沖
貞
仕

実

里
＞

結
知

岡

磨

ヽヽ
百侍

腰
名
在

舟
粕
＜

都
沙
＞
美

明

渡

・ヽ
子

■
４

与
不
Ｆ

猿
柿
＜

人

、

ヽ
ノ

個
ノ
蝉
松 井 は る か

山官円

舟 腰 磨 結 実
岡

自
詢
力
Ｌ

美
＞
真

川

藤

旭
佐
＜

美

＞

圭
ロ
ト
ヽ

Ｒ
Ｈ

′
―

野
人
栂
＜

第

二
十

回

舞

鶴

∃ψ 北  九  小| 品 公 有  明 鈴  鹿

男

子

人
鋤

個

僻

祐
弥
＞

慶
拓
明

上
上
有

池

田
＜

広
斗
＞

孝
唯
路

田
光
釧

中
山
＜

史
広
Ｄ

昂

芝
リ

氏

″

Ｌ

十
Ｊ

未

”
　

　

レ
Ｌ

木
堤
口

喜

大

＞

キ
ｖ
”
　

　

，コ

■月
広

Ｌ

下
　
富

１
■
一

――

て

、■

／
１
、

ｋ
＞
個
ノ
蝉

平

＞

陽

小九

円
Ｈ
　

‐

ル
バ

レ
Ｌ

峠
＜

広良

九
堤 広

＞
孝
路
田
釧
中
＜

士
心
ヽ
ノ

晃

手
ヽ
コ万

生 田 目

東

女

子

人
助
個
僻

絵

い

‐

鶏
る
ヨ

秀

ま

ロ

ロ

・―

一昌

頼

チ

′

『

松

＜

舟 腰 磨 結 実
里
＞
知
岡

谷
鶴
粕
＜

子
奈
胴

桐
美
商

堀
安
Ｅ岸
、

沖
貞
↑

南

穂
＞
菜
関

藤
寺

＾

野

．

佐

ヽ
＜

′
‥石

尺

リヽ

個
ノ
蝉

ュ″

リヽ

る

山

ま卜

一品

＋
ナ

′

松
＜

美
＞
真
川

藤
旭
佐
＜

沖 堀 桐 子
(大 島 商 船 )

沙
＞
美
明

木
有
柿
‘

第

二

十

一
回

新

居
浜

男

子

北  九  りヽ|ヽ 公 鈴  鹿 有   明
民

、

ヽ
ノ

ノ

告
衆

個
解

広
―

良
九

堤

木 村 昂 史 弥
英
＞

拓
貴

明

上
上
有

田
池
＜

紀
太
＞´工
ヽ

良

啓

―

居
藤
れ

新
近
＜

広

斗
＞

孝
唯
路

田
光
釧

中
山
＜

た

、

ヽ
ノ

個
ノ
蝉 九

木 村 昂 史 崇  史
松一局

森

＜

広

＞

孝

路
田
釧

中

＜
辻 広 大
(富 山 )

女

子

]体 唇]   ロ 新 居 浜 近 畿 地 区 選 抜

人
助
個
儲 窪

円

舟 腰 磨 結 実

粕 谷 知 里

岡

か
穂
＞

る
）
ｔ
・ヽ
ゴ

ム

Ｔ

ｌ
■

・
■
２
ノ
ー
，

井
下
富

松
山
＜

与

衣

＞

小
一科
Ｈ　
；
　

エ́
ヘ
シ
レ̈

由

場

　

居

‥

　

´
一

Ｉ

Ｊ

リ

　

ガ

占
目

＋
１
求

「

／
ヽ

子
奈
い

．

．
舟

桐
美
商

堀
安
島ｋ

沖
貞
』

ｋ
う
個
ノ
蝉
松 井 は る か

山

子
い
．
舟

桐
商
堀
島て
沖
０

里

鋤だ
「

愛
大
口
畿
＝
近

佳
＞
祐
代

口山

＜
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第

十

回

函

館

男

子

団ク 北  九 州 高  松 ′」ヽ  山 有  明

個人
(複 )

北 田 裕 也
小 川 直 人
(北 九 州 )

黒 子 征 宏

嶺 井 幹 彦

(小 山 )

平 澤 優 一

細 川 隆 喜
(高 松 )

田 上 拓 弥
岡 崎 雄 介
(有 明 )

個人
(単 )

木 村 昂 史
(北 九 州 )

:｀上

えL

(

大
)

広

山

平 澤 優 一

(高 松 )

堤   良 広
(北 九 州 )

女

子

団体 鶴  岡 富 山 商 船 鈴  鹿 徳  山

個人
(複 )

河 村 美 咲

古 城 朋 子
(徳 山 )

粕 谷 知 里

舟 腰 佳 織
(鶴 岡 )

村 上 真 希
山 本 智 子
(弓 削 商 船 )

山 下 奈 穂

山 崎 由 貴
(富 山 )

個人
(単 )

沖 堀 桐 子
(大 島 商 船 )

貞 安 美 奈
(大 島 商 船 )

三 浦 千 佳
(一 関 )

粕
( 鶴

谷 知 里

岡 )

第

十

回

福
岡

男

子

団 有   明 函  館 高  松 北  九 州

個人
(複 )

北 田 裕 也
小 川 直 人
(北 九 州 )

田 上 拓 弥
池 上 貴 英
(有 明 )

五 十 嵐 凌
佐 藤 一 誠
(鶴 岡 )

大 西 貴 博
大 越  聴
(函 館 )

個人
(単 )

岡 崎 雄 介
(有 明 )

武 川 浩 之
(有 明 )

宮 原 亮 太
( 米 子 )

平 澤 優 一

(高 松 )

女

子

団 富 山 商 船 有   明 徳  山 官  城

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

小 川 梨 沙
小 川 紗 貴
(富 山 商 船 )

佐 野 友 美
米 山 沙 弥
(沼 津 )

舟 腰 佳 織
大 場 育 美
(鶴 岡 )

個人
(単 )

河 村 美 咲
徳 山( )

山 口 祐 佳
(人 代 )

舟 腰 佳 織
(鶴 岡 )

米
(

弥
)

山

沼

沙
津

第

十

四

回

鈴
鹿

男

子

団 香川高専 (高松キャンパス) 明 石 高 専 有 明 高 専 北 九 州 高 専

個人
(複 )

藤 山 貴 幸
瀬 島 史 也

(徳 山 )

宅 間 春 介
井 上 侑 也

(高 知 )

市 井
田 中
(石

邦 彦

成 見
川 )

五 十 嵐 凌
安 達 優 大
(鶴 岡 )

個人
(単 )

小 川 直 人
(北 九 州 )

宅 間 春 介
(高  知 )

中 村 隼 一

(徳  山 )

瀬 島 史 也
(徳1 山 )

女

子

団体 富山高専 (射水キャンパス) 新 居 浜 高 専 熊本高専 (人代キャンパス) 徳 山 高 専

個人
(複 )

古 城 朋 子
河 村 美 咲
(徳 山 )

小 川 梨 沙
小 川 紗 貴
(富山(射水キャンパス))

丹 下 梨 穂
飯 尾 奈 々

(新 居 浜 )

丹 治 啓 子
人 巻 里 紗
(仙台(名取キャンパス))

個人
(単 )

河 村 美 咲
(徳  山 )

山 口 祐 佳
(熊本 (人代キャンパス ))

小 川 紗 貴
(富山 (射水キャンパス))

米 山 沙 弥
(沼 津 )

第

十
五

回

/」ヽ

山

男

子

団 徳 山 高 専 有 明 高 専 鶴 岡 高 専 函 館 高 専

個人
(複 )

小 川 直 人
ミ サ ン ダ
(北 九 州 )

藤 山 貴 幸
瀬 島 史 也
(徳 山 )

井 上 侑 也
宅 間 春 介
(高 知 )

北 見 稜 平
鈴 木 陵 斗
(函 館 )

個人
(単 )

小 川 直 人
(北 九 州 ) )

瀬
(

白
直ラ

徳

史 也

山

久 保 遵 幸
(釧 路 )

佐 藤 一 誠
(鶴 岡 )

女

子

団 徳 山 高 専 新 居 浜 高 専 富山高専 (射水キャンパス) 沼 津 高 専

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

丹 下 梨 穂
飯 尾 奈 々

(新 居 浜 )

堀 江 み づ き
橋 本 千 草
(新 居 浜 )

小 川 梨 沙
小 川 紗 貴
富山高専 (射水キャンパス)

個人
(単 ) ( )徳 山

河 村 美 日)ξ

( )

占 城 朋 子
徳 山

薄 葉 な つ み

( )
ウ百
↑曰日 島

小 川 紗 貴
富山高専 (射水キャンパス)

第

十
ハ

回

米

子

男

子

団ψ 徳 山 高 専 有 明 高 専 北 九 州 高 専 香川高専 (高松キャンパス)

個人
(複 )

瀬 島 史 也

山 下 慶 将
(徳 山 )

小 川 直 人
ミ サ ン ダ
(北 九 州 )

宅 間 春 介
石 田 隼 斗
(高 知 )

藤 山 貴 幸
中 村 隼 一

(徳 山 )

個人
(単 )

小 川 直 人
(北 九 州 ) ( )

瀬 島 史 也
徳 山

北 岡 真 一

(新 居 浜 )

久 保 遵 幸
(釧 路 )

女

子

団φ 徳 山 高 専 富山高専 (射水キャンパス) 沼 津 高 専 新 居 浜 高 専

個人
(複 )

河 村 美 咲

古 城 朋 子

(徳 山 )

飯 尾 奈 々

橋 本 千 草
(新 居 浜 )

佐 野 友 美
米 山 沙 弥
(沼 津 )

小 川 紗 貴
中 野 真

富山高専 (射水キャンパス)

個人
(単 )

河 村 美 咲
(徳 山 )

西

(

村 唯
)宇 音5

人 巻 里 紗
(仙台 (名 取キャンパス))

米 山 沙 弥
(沼 津 )
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大会
△ ■日_
7ヽ ウ笏 重 1_    イ立 2   イ立

第

十
七

回

イ山

ヱ、
ロ

名
取

男

子

石 川 高 専 徳 山 高 専 香川高専(高松キャンパス) 鶴 岡 高 専

個人
(複 )

瀬 島 史 也

山 下 慶 将
(徳 山 )

橋 本 友 記

山 田 智 寛
(新 居 浜 )

斉 木 勇 志

清 水 一 平
(北 九 州 )

木  村  孝
清 水 亮 太

(北 九 州 )

個人
(単 )

瀬 島 史 也
(徳 山 )

山
(

下

徳
慶 将

山 )

木 村
(北 九

孝

州 )

久 保 遵 幸
(釧 路 )

女

子

団 富山高専 (射水キャンパス) 久 留 米 高 専 釧 路 高 専 岐 阜 高 専

個人
(複 )

中 道 由 菜
河 口 み の り

(徳 山 )

西 村 唯
宮 久 りさ 子
(宇 部 )

瀧 彩 文

薄 葉 な つ み
( 福 島 )

金 井 綾 香

岸 え み り

(長 岡 )

個人
(単 )

西
(

村 唯
)

‐~1~ 部

中 道 由 菜
(徳、 山 )

中 野 真
(富山射水 )

米 山 沙 弥
(沼 津 )

第

十
ノヽ

回

弓

肖」

男

子

団 徳 山 高 専 石 川 高 専 北 九 州 高 専 香川高専(高松キャンパス)

個人
(複 )

山 下 慶 将
述 金 志 遠
(徳 山 )

斉 木 勇 志

清 水 一 平
(北 九 州 )

荒 井 知 大

中 村 悠 暉
(石 川 )

菅 野 貴 晋
津 田 端 紀
(仙 台 広 瀬 )

個人
(単 )

山 下 慶 将
(徳 山 )

山 田 智 寛
(新 居 浜 )

荒 井 知 大
(石 川 )

生 本 和 規
(米 子 )

女

子

団体 北 九 州 高 専 富山高専 (射水キャンパス) 宇 部 高 専 函 館 高 専

個人
(複 )

宮 久 り さ 子

西 村  唯
(宇 部 )

本 川 彩 奈

神 之 薗 那 帆
(久 留 米 )

山 田 春 奈
上 原 悠 菜
(函 館 )

中 野 真
中 野 三 恵 子
(富山射水 )

個人
(単 )

楠 城 由 佳
(北 九 州 )

中 道 由 菜
(徳 山 )

薄 葉 な つ み
(福 島 )

中 野 真
(富山射水)

第

十
九

回

佐
世
保

男

子

団体

個人
(複 )

個人
(単 )

女

子

一
へ
ｒ

個人
(複 )

個人
(単 )
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【救急医療機関について】

☆夜間・休日の病気に対する応急処置 (一次救急医療機関 )

※内科・小児科の患者さんは、まず一次救急医療機関を受診 してください。

重症の場合には二次救急医療機関へ紹介 します。

◆佐世保市立急病診療所

佐世保市高砂町5番 1号 佐世保市中央保健福祉センター

だB(0956)25-3352

内  科 : 月～土曜日 20:00～ 23:00

日曜・祝日 10:00～ 18:00

小 児 科 : 月～土曜日 20:00～ 23:00

日曜・祝日 10:00～ 18:00

☆事故やケガヘの対応及び重症者に対する入院治療等 (二次救急医療機関)

◆ 救急医療機関案内ダイヤル (佐世保市消防局)  8(0956)23-8199

日  付 当 番 院 名 住    所 電 話 番 号

8月 21日 (金 ) 市立総合病院 平瀬町9-3 EB(0956)24-1515

8月 22日 (土 ) 佐世保共済病院 島地町¬0-17 EB(0956)22-5136

8月 23日 (日 ) 佐世保中央病院 大和町 15 愛玉 (0956)33-7151
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バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!

Eコ國口困

日本バドミントン専門店会加盟店
全国総店舗数 104店舗、当加盟店はパドミントンに関して熟知している

プロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ちしております。

個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界のレベルアップ

まで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

ご注文は最寄りの加盟店OWebショップで!! ′

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。
お気軽に最寄りのカロ盟店迄、

お問い合わせ下さい。

田Eコロロ ′

ヽヽ|:タ

口田因曖■

…

http://www. badm i nton-psu. com
上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びください。 できます。

日本バドミントン専門店株式会社は社名をラケットクリエイティブ株式会社通称 ラ・ク・り に

変更しました。ネットショップでは各種メーカーラクリオリジナル商品や限定品を加盟店の協力

でアウトレット商品。廃盤品等のお買い得商品を常時掲載しております!! 又、新製品の情報。

販売も素早く対応しておりますので来店をお待ちしております。

颯闘霞ロロ■

延憂ロロ

"■
■

スポーツあいしん TEL 09● 3417‐ 2162FAX.092‐ 328‐ 3305

運 動 員 屋 TEL.093● 52(,11l FAX.093452Ю l12

SSSスリーエス TEL&FAX 092‐ 671-1124

体育堂ラケットワークスWalWai TEL&FAX.096-326‐ 8132

スポーツショップバード TEL&FAX 099‐ 2268778

う

"ト

ショッププロエー疋魅粘 TEL&FAX.099‐ 226-6362

ラケットショッププロエース1暉暉店 TEL&FAX 092‐ 852-7250

ラケットショッププロエース長崎店 TEL&FAX.095‐ 832-8069

グリーンスポーツ TEL.095`31‐ 0373 FAX 0956‐ 31‐7288

片岡スポーツ TEL0957‐ 543725 FAX."57‐ 53る 2“

スポーツショッフコジヨジ TEL095● 2●7191 FAX 0954‐ 207192

Eコ國口■

携帯へURLをメールで送る

QRコードで簡単にアクセス

ラケットリリIイテイ〕‖百t£ミ1吐
(ll医匡 El口 I:口 l■曰 難 ||||||‐

:lyl-./e,ra,/th lrtL,os:.lrt.:zsz tAx.052.74r.3901

t./97,$-'y lrtL.os+r.lo.lo*FAx.0544.26-0045

r.rl-rryf#sE trtL.oseez*oooo FAx.0596.6s{69s

a.tt-aryrra lftLarnx.oss-ts:-zrso
i(Fi)F7rry7utEffHff lrtL.o:s.:or.zuo FAx.059.361 7721

C==匹コロ■
プロショップシャトル TEL&FAX.077-568-0585

ラケットショッフイテムラ大津 TEL&FAX 077-521-1964

EWAY太 蒙店 TEL07S‐ 882‐2799 FAX 075‐ 882‐ 2988

EWAY宇 治店 TEL077● 21‐5850 FAX.077● 211Ю87

B‐WAY長 岡京店 TEし 075‐ 951‐ 9955 FAX 075‐ 951‐ 9966

B― WAY弁 天町店 TEL06‐ 6599‐ 2∞O FAX∞‐6599‐ 2001

B‐WAY阿 倍野店 TEL06-6622‐6006F′ Xヽ06‐6622‐ 9009

ラケットショップイテムラ TEL 075‐ 341‐ 6018 FAX.075‐ 811‐ 1953

サンメイトスポーツ株式会社 TEL072‐ 286-“

“

臥X.072‐ 286‐ 6667

ワンステップスポーツ TEL&FAX.0744-47‐ 3395

◎
〇

.4出L
・   亀

|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||'1.:

最寄りの加盟店、又はラクリ迄

FAXして下さい。

FAX番号

0774・ 32・ 1041

携帯でも注文が出来ます

０
　
〕

（
○

´
④

ラケットショップスガワラ札幌店 TEL 011‐ 271‐ 3855 FAX 011‐ 290‐ 1668

スポーツフラス TEL.0155‐ 23-9193 FAX.0155‐ 23‐9194

イトースボーツ TEL 0166‐ 32‐ 1788 FAX0166‐ 34‐8898

クラウン商会 TEL0143‐ 43‐ 1006 FAX 0143‐ 45‐4858

ウエンブレー新百含ケ丘店 TEL 044‐ %5‐

“

11臥 X.“ 4‐%54224

ウエンブレー西船橋店 TEL 047●

“

4949 FAX.0474044020

ウエンブレー新宿店 TEL 03‐ 53静6555 FAX 03‐ 536665“

ウエンプレーセンター北店 T[L045‐ 901‐ 1171 FAX 04S‐ 901‐ 1181

ミノヤスポーツ TEL 03‐ 3652‐ 1505 FAX.03-3652‐ 1506

T[L.03‐ 3683-2963 FAX 03-Sω 9-2%3

ラケットショップフジヨ分寺店 TEL 042‐ 322‐ 5626 FAX 042‐ 32■ 9555

ラケットシヨップフジ吉祥寺店 TEL 0422‐ 22‐88“ 臥X.0422‐ 214617

ラケットショップフ勁喘沢店 TEL&FAX.042-928-0288

ラケットショップフジ町田店 TEL.042‐ 723-9555 FAX.042‐ 723-3268

ラケットショップフジ′電子店 TEL&FAX.0426-23-5191

ラケットショップフジ川崎店 TELO“‐541‐ 9555 FAX.044541‐9558

ラケットショップフジ静岡店 TEL&FAX.0559-29-9666

ラケットショップフジ川1ヨ店 TEL&FAX.049-223-7444

ラケットショップフジ立JII店 TEL&FAX.042-527-9554

ラケットショップフジ赤羽店 TEL&FAX.03‐3900-9554

ラケットショップフジ潮駿店 TEL&FAX.046-234-9444

ラタットショップフジ輌:本店 TEL&FAX.042‐ 700-9554

ラケットショップフジ丼土ケ谷店 T[L04S‐ 325‐ 9551 FAX 045‐ 325‐ 9570

ラケットショップフジ市鷹皓 TEL045‐

“

2‐ 9510 FAX.045482‐ 9509

ハロータックスポーツ

フアミリース,F―ツ足利店 TEL&FAX.0284‐ 72-7024

フアミリースポーツ大田店 TEL&FAX 0276‐ 22-3822

フアミリースポーリ猛 林店 TEL&FAX.0276‐ 75-0543

フアミリースポーツ小山店 TEL&FAX.0285-25‐ 5586

ラケットショップミッキー TEL.027‐ 2434267 FAX 027‐221-7(60

ラケットショッフRaToBa TEL 055‐ 287‐ 8988 FAX.055‐ 287‐ 8987

8-WAY甲 府店 TEL 055‐ 288-8283 FAX.055‐ 2883284

TErayTt it-r7:fi-y lrtuozs.z:l.ress FD(.025.22+I282

)rvl-r3ya JU lrft a rnx.Ozo+er-zrr I

lfi-:) raya 7v I lnL.olo-zza-il+o FAx.076-278-2356

フレントスボーツ高会
f 
rrL.o;zo.:s.:las F Ax.ol 7 6. )2. )sss

7il.-,ya)l?,/ lrrL.orro.I:.0100FAx.0770.22.7155

a7th7fi-v t&+tr lnL.o:oz+o.rozo FAx.0267-66707r

7il-,:/r3yaafr lnL.ouo.lls-oz;I FAx.o26.245.2559

〈株〉かぶとやスポーツ lru.ozoz.sr-r rar FAx:0767-5r.01r0

ラケットショップササキ TEL 017845‐ 0028 FAX 0178‐ 45‐ 0180

プロショッフアオモリ TEL 017‐ 777Ю 239 FAX.017‐ 777-0243

ラケットハウス 01SPO ■L0197‐ 25‐8823 FAX.0197‐ 25‐8864

ラケットショップ 広瀬 TEL 022‐ 265‐ 0778 FAX 022‐ 262‐ 6103

ラケットショップ広瀬泉店 TEL&FAX.022-375-2255

ラケットショップム瀬盛岡店 TEL.019る 38‐ 1161 FAX.019る 37る 170

ラケットショップ山形 TEL 023‐ 643‐ 6238 FAX 023‐ 643‐ 6267

リトルビル TEL 024‐ 934‐ 5642 FAX 024‐ 934‐5740

千秋スポーツ TEL 018‐

“

3‐ 1151 FAX018‐883-1153

.t,y+lfi-r/ 
lrtL a rlx.oaa-osl-oist

av.t'r,-*rra lra.oa;r:r:o:: FAx.o87-835.2045

,r)t hy7 t \a f 'tfrl!)tr lrrL.oal.el:.zlro FAx.089.912.224 l

)rtl-r.y7 t\arrfr!fit| 
lrrL.oaez.+errt FAx.0897.64 9994

lfi-t/t3")rtt -, IrrL.oaa.alz.asls 
FAx.o8B.832-8940

(有)シノ′ヽラスポーツ
IT[L087,241503 FAX087,24-1677ラケットショップSWING TEL&FAX 029‐824-0097

ラケットショップキャビン大宮店 T[L048‐ 643‐ 5865 FAX 048‐ 645‐2295

ラケットショップキャビン柏店 TEL 04 71“ ‐7756 FAX04 7164 5“ 9

ラケット八ウスグリップ TEL&FAX 048-644‐ 3115

ビークスポーツ千葉店 TEL&FAX.043-253-1103

ビークスポーツ錦糸店 TEL&FAX.03‐3621-0255

ウエンブレー学芸大学本店 TEL 03‐ 371● 2626 FAX 03‐ 3719‐ 3377

ウエンプレー渋谷店 T[L03‐3409る622 FAX.03‐ 3498‐ 2829

ウエンプレー池敏店 TEL 03‐5952‐ 7070 FAX 03‐ 5952‐ 6677

ウエンブレー秋葉原店 TEL.03-3258‐ 2626 FAX.03-3258-2255

ウエンブレー藤沢店 TEL 0466‐ 26-7272 FAX“ 662● 7559

ウエンフレーJ翻民店 TEL04,317‐ 5959臥 X.(145‐ 317‐ 5958

TEL0859445171 FAX085944-“ 52

TEL 0859‐ 38‐5171 FAX.0859‐ 38‐

“

52

TEL&FAX.0852-28-5454

TEL.086‐ 25■ 3419 FAX.086-254‐ 3491

TEL&FAX.086-943‐ 9002

TEし 082‐ 263‐ 3939 FAX.082‐ 262‐ 0790

TEL 0833‐ 41‐0273 FAX.0833‐ 44‐2256

TEL 08“‐92‐71∞ FAX.086692‐ 7050

■L.08“ 23‐ 8858 FAX.0868‐ 230139

口団口回匿■園 C韮ロロ匿■

日蜃%を盪片は百

お電話でのこ注文

ご注文

FAXで、こ注文
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撃破するパワフルスマッシユに、圧倒するスピードドライプをプラス。

シーンによつて自在に変化する新たな攻撃力。

ボルトリックは最強を目指し進化を続ける。
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